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『若菜集』にはじまりr一 葉舟』 『夏草』 『落梅集』 とつづ く4冊 の詩集は,詩 集の体裁

を整えるために,収 録 した詩篇を制作の順にならべていない。合本 『藤村詩集』 も同様であ

る。 ところが,『 若菜集』 と 『一葉舟』の詩篇は,最 初,藤 村が仙台のほ うか ら文学界へ送

り,数 篇ずつ詩群の形で発表をつづけてきた作品である。同 じようにr落 梅集』の詩篇 も,

藤村が小諸のほ うか ら新小説の詩欄へ寄せ,数 篇ずつ詩群の形で発表 してきた作品である。

ただ,『 夏草』だけが,そ うい う経 路を とらずに,木 曽福島の姉の家で詠んだ詩をあつめ

た,い わば,書 きおろしの詩集であった。 したがって,『 藤村詩集』の詩篇は,こ れを詩集

のわ くか らときほ ぐして初出の姿へ もどす と,大 半の詩篇を制作の順序にならべかえること

ができる。この手順をふんで,改 めて藤村詩の系脈をたずねてみると,藤 村詩の底を流れる

一筋の芸術意思をひろ うことができる。それは,旺 盛な詩精神とパラレルな関係を保ちなが

らうこいている散文意欲 ともい うべきものである。従前か ら,r破 戒』へはいるまでの藤村

の足跡は,『 若菜集』 と 『破戒』 とを頂点として,〈 詩か ら散文へ〉 とい う系譜の うえで展

望されてきた。 しか し,r破 戒』に先行する藤村の十余年間の道程をうかが うと,決 してそ

うした単純な経路をたどっていない。藤 村 の文学 修業の出発は,ド ラマの制作から始まっ

たが,こ れに後続す るものは,将 情詩の詠嘆でな くて,劇 や小説制作の意欲であった。r若

菜集』以前のこの現象が,拝 情詩全盛の時期にはいっても断ち切れていないのであって,こ

の時期にも,詩 の方向へ高揚す る精神と相関関係をとりなが ら,終 始,小 説の方向をすてる

ことのできない意欲が うごめいているといいたい。はた してこの提唱を実証することができ

るか どうか,r藤 村詩集』に内在する詩精神と散文精神の平行性を追求 してみたいと思 う。

1『 若 菜 集 』

まず,r若i菜 集』 を考察 してみ よ う。 明治29年 の9月,藤 村は,イ1i1台の東北学院へ赴 任 し

た。 同 じ月に刊 行 された文学界 の45号 に は,「 草 影轟語」 と題をつけ た7篇 の藤村詩が掲載

され てい る。 この7篇 の うち か ら,藤 村 は,「 流星」 「か もめ」 「書 の夢」 「俊 の音」の

4篇 を,『 若菜集』 にひ ろった。 したが って,こ の4篇 が,r若 菜集』 のなか では欄作年次

の最 も早い作品であ るとい うことがで きる。 ところが,藤 村は,1司 じこの9月 に,そ の ころ

京橋 区尾張町 の開拓社 が発行 していた雑誌,世 界之 日本に も,1夏 の夜」 と題を つけた七五

破調70行 の中篇詩を発表 してい る。 この詩は,母 と子 の問答体 のス タイルで,次 の ような内

容 を詠 った作 品であ るo

まず,夏 の夜,母 が子 に向か って,お 前が読 んでいるそ の書物を私に見 せで下 さい と呼び
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かける情景から始まる。子が母に向かって，この本は，栂の読むようなもめではありません

とこばむので，母は，ではお前の書いたその歌を私にきかせて下さいと再び呼びかける。し

かし，子は，この歌も母の解るようなものではありませんとことわるので，nE：は，兄にくら

べてお前は情けも知恵もある子と思っていたが，今のその返事は悲しい。大工の親子でも，

夏の夕べは，親子揃って楽しく酒を飲んでいるではないか，お前の手に持つその盃を私に

下さいと三たび子に呼びかける。すると子は，この濁り酒は，冊の飲むようなものではあり

ませんとこれもこぼむので，母は，情けの薄い商人を産むとも，情けの深い詩人を産むべき

でなかったと1堕く。この母の嘆きをきいて子は，優しい母の今の述懐，母に何の怨みがあろ

う，母よ，これは昔の人の書物，これは夏の夜の楽しさを詠んだ私の歌，さあこれを読んで

あげましょう，と自作の歌をうたいだす。この最後の歌の部分は，（君と遊ばん夏の夜の），

という冒頭句から始まる七五調3連の小さい詩となっている。初出の「夏の夜」は，こうい

う内容をもった作品であった。

　のちに藤村は，r若菜集』を編むとき，この初出の「夏の夜」から最後の歌の部分だけを

ひろい，同じように，「夏の夜」と題をつけて収録した。したがって，　『若i菜集』に現われ

る「夏の夜」も，この集のなかでは，前述の4篇と同様に制作期の最も早い作品であるとい

うことができる。注目したし’・のは，制作期の点で『若菜集』の入口にあると思われる「夏の

夜」が，問答体のスタイルで，物語的な内容を詠嘆した初出の「夏の夜」を億胎としている

ことである。

　これについて，後年の自伝小説『春』の98回をひらいてみよう。『春』のこの回は，主人

公の岸本が，教師となって東北へ赴任するちょうど1年まえ，藤村の実生活のほうでいう

と，明治28年の7月ごろを描いているQこの回には，岸本が母と三輪の家で夏の夜のひとと

きをすごす，次のような情景が現われてくるQ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くに　（斯の母親が子の為にお百度を踏むのは・今度ばかりではなかったのである。彼女は郷里

に居る頃，岸本の為にも踏んだのである。彼が黙って長旅に出たといふことは，何時傳はる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どれほど
ともなく母親の耳にも入ったのであった。何程彼女が心を傷めたか，何程吾子の為に無事を

祈ったかといふことは，其晩撮本も聞いて始めて知った。母親は足を押へながら，『捨，俺は

お前に聞いて見たいことがある・』　『母親さん・何ですか・』と岸本は言った。其時母親の傍
　　　　　　　　　　はなし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ころも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おつか
で蚊を追って居た姉が談話を引取つた。『阿南さんは彼の法衣のことを言ってるんですよ。

今日の差押で，箪笥の中から出て來たもんですから　』　rへえ，法衣も差押を食ったんです
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　　いは
か。』と岸本は頭を擁へた。　rいっか一度彼の謂れを聞いて見たい。』斯う母親は眞面目に言

い出したが，岸：本は笑に紛らして了つた。）（其晩はいかにも七月の夜らしかった。）（『ア・，

好い風が重る。』と母親もそこへ來て寝輔んだ。『捨，今夜は寝て話さまいか。』）

　r春』のなかに現われてくるこの情景は，長兄秀雄の入翻転，三輪の家で文学青年の藤村

が，一家の支柱となって生活の経済をささえていた時期を描いたものである。後年の自伝作

品に深い影を落した実生活の出来事を，いち早く藤村は，明治28年の2月，文学界に寄せた

小説「葛の葉」で描いてみたが，それが未完成でおわったため，こんどは，仙台遣任の直前

に，詩の形をとって，当時の生活の一鵬を初出の「夏の夜」で表白してみたのである。『若

菜集』の扉は，まず，こういう散文的な世界を詠った詩によって開かれているといいたい。

　これと同じことが，　「草影量語」からr若i菜集』に収録した詩篇についてもいえる。たと

えば，「流星」をひろってみよう。この詩は，（ゆふべの空をながむれば　　雲の宿りも捨て
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はてX　　何かこひしき人の世に　　流れて落つる星一つ）と，ただそれだけを詠った小さ

い詩である。しかし，この詩の天象へ向けた視点は，そのまま無限のなかへ溶けるのでなく

て，それが，もう一度，地上に落ちてくる。この詩は，そういう視点のILII心性を示してい

る。この点，　『若菜集』のなかで制作期のおそい「明星」も同様であって，　（なにかこひし
あかほし　　　　　　　　　あま

き曉星の　　空しき天の戸を出でて　　深くも遠きほとりより　　人の世近く回るとは）

と，この詩もやはり視点の回転性を示している。制作期の早いおそいにかかわらず，r若菜

集』のロマンチシズムのなかには，人間の世界を捨てえない藤村の資質的なリアリズムがう

こいているといいたいQ

　「草轟轟語」につついて10月にはいると，藤村は，交学界の46号に「一一一葉舟」と表題をつ

けた詩群を発表した。次に，そのなかの「強敵」をひろってみよう。「強敵．i詩の素材は，

花と，花に近よる小室と，花を見守る小蜘蛛との三つである。この詩は，この三つの素材

に，小女と，小女を慕う若い男と，小女を守る母とを仮託し，この三者の関係を展開してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つばさる。そして最終連で，（やがて一りの花散りて　　小蜘蛛はそこに眠れども　　羽翼も画き

小面こそ　　いっこともなくうせにけれ），と可憐な小女が死んだので，そのために小女の

母は憔埣し，多情な男も離散してしまったと詠いあげている。この詩が訴えるものは，恋の

三角関係とその破局とであって，こういう物語的な内容をもつ詩が，r若菜集』に早くから

現われてくるのは，1年まえの佐藤輔子の死をめぐる自伝的な訴えが，この詩のモチーフと

なっているからである。

　．・「一葉舟」の皇継には，「強敵」のほかにも，同じようなみかたのできる詩が2篇ある。

その一つ，「いきわかれ」〈改題「別離」〉は，表題の次に，（人妻をしたへる男の山に登

り其癖の家を望み見てうたへるうた），という副題を添えている。これにつつく「望郷」も

また，　（寺をのがれいでたる僧のうたひしそのうた），という副題を添えている。前者は，

人妻を慕って失意に陥ちた男を，後者は，恋の苦悩のために教義を棄てた若い僧を詠った詩

である。藤村が，これらの詩に，それぞれ副題を添えたいということは，これらの詩が単な

る将情ではなくて，関西放浪のあとさきに現われた出来事　恋愛のために教会を退会すると

か，恋人に許嫁のあることを知って苦しむとか一そうした生活上の出来事を発想の根拠とし

ているからである。しかも，この種の発想は，すでに藤村が『若菜集』の前方で試みてきた

小説づくりの発想と同じ種類のものであって，これらの詩は，そういう物語になろうとする

性格を払拭していない。

　つついて11月になると，藤村は，．文学界の47号に，　「秋の夢」の詩祥を発i表した。このな

　　　　　　　　　　　　コかの「傘のうち」をひろってみよう。この詩は，梅川と忠兵衛の恋の道行きを素材としてい

る。おそらく近松の『冥途の飛脚』に現われる1・lil合駕籠の詞句，「夫婦にL！下簑古笠や雨のあ

しべも働るx心」にモチーフを得て，その道行きの情景を詠嘆したものであろう。作者の新

らしいこころで恋に殉ずる情念の解放を詠っているこの詩は，ナ行マ行の語感を駆使した流

麗な調べをもち，官能的な詠法がきわだっている佳篇である。しかも，これらが，高揚され

た藤村の詩精神と，ぬきがたい散文精神との触発するところがら生まれている点を注目した
　　　　　　　ばいくわ　 くろがみ　　　　　　　かざ　　　　　　　　　　　　　　もみ
い。この詩の（梅花の油黒髪の　　謝れて匂ふ傘のうち）とか，（染めてぞ直ゆる紅絹うら

の　　雨になやめる足まとひ）というような美しさが，すべてく描写〉からうちだされてい

るからである。

　次に，同じ詩群のなかから「鶉」詩をひろってみようQ　『若菜集』は，流麗典雅な拝情詩
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の集りといわれるが，実は，物語的な構成をもった詩が系脈をびいているめであって，この

詩などは，それを代表するものの一つである。したがって，この詩は，作品の筋を，次のよ

うにたどることができる。
　　かきつばた
　篇燕子花の咲く夏のころ，ここに似合わしい夫婦の鶏があった。妻鶏はやさしく，夫なる

鶏は雄々しく，いちらしいまでに煎豆を愛し，まことに画にかいたような夫婦の生活であっ

た。さて，空には明星がかがやき，薄あかりのなかを水が流れ，雲が次第に紅く燃えようと

する暁に，夫婦の鶏は餌を求めるために野原へやってきた。すると，野原の彼方から，まだ

見たこともない野の雄鶏が，夜明けの草をかきわけて，高く鳴きながら，底冷を慕い，夫な

る鶏をめがけて現われてきた。野の鶏の朝日に光る白い羽，猛々しい声。錦鶏は，恐れなが

らもなんとなく心に恥じらいを感じ，花に身を隠してこの情景をうかがうのであるが，夫な

る鶏は，蹴爪で土をかきあげながら，妻鶏をねらう野の鶏に向かっていった。二羽の雄鶏の

激しい対立は，やがて恐ろしい戦いとなり・蹴爪を蹴合い，火花をちらし，1血潮は土を染め

るが，たがいにひるむ気配もない。しかし，この戦いの結果は，夫なる鶏の敗北となり，夫

なる鶏は羽を血に染め悲鳴をあげて倒れた。その屍に寄りそって嘆く妻鶏の姿は，哀れであ

る。妻鶏の悲しみは，夫なる鶏を倒した野の鶏への恐れとなったが，しかし，夫なる鶏の命

のもろさ，それにくらべて，これほどまでに自分を慕う敵なる鶏の燃える情けのはげしさ。

妻鶏の複雑なこころは，次第に，新しい生の意欲のなかで変ぼうしていく。今は，（かなし

こひし），それが妻鶏のこころであった。ついに妻鶏は，（よりそふごとくかの敵に），（な

にとはなしに）身を寄せるのであるが，その暗い情念は，　（いたましいながめ）であり，

（雲にかなしき野のけしき）であった。強者に身をまかせた雪濠と，それをかかえる野の鶏

とは，やがて野末に消えていった。＝

　これが，「鶏」詩の内容である。ここにあるものもまた，恋の三角関係であり，その破局

とそれにともなう複雑な心象風景である。複雑な心象の把握を，なつかし，かなし，おそろ

し，うれし，こひし，あはれ，いたましなど，単純な主観語に依存している曖昧さはある

が，この詩は，決して甘美掴予情ではなく，複成する恋愛感情に向けた作者の目は，むしろ

散文的な意欲のなかでうこいている。この作品のモチーフは，廣瀬恒子をめぐる天知と無鉛

の葛藤や，佐藤輔子をはさむ鹿内豊太郎と藤村との恋の三角関係など，自己の恋愛経験の自

伝的な表白をねらったところにあるとみたい。『若菜集』の詠嘆の最盛期に，払拭できない

作者のリアリズムが詩と戦っているのであって・物語的な構成と叙事的な筆致の強いこの作

品のなかでは，たとえば，（あxあ瓦熱き涙かな）というような二重詠嘆をもつ主観句が，

拝情性の強い他の詩のなかで示すような効果をすこしもあげていない。

　ひきつづいて・12月にはいると・藤村は文学界の48号に，「うすごほり」の詩群6篇を発

表した。これは，のちに「六人の庭女」と改題され，『若菜集』の名篇として，その美しい

好情性を賛えられた詩群である。だが，はたしてそういう評価だけですますことができるで

あろうか。この詩群に底流するものを考察してみよう。

　「六人の庭女」の第1篇「おえふ」は，青春の盛りの時期もいつしか過ぎて，今日は宮仕

えを退官し，家路へいそぐ処：女に，おえふという名をつけている。おえふは，寂しい秋の

江戸川べりで，過ぎ去った若い日の追憶にふけりながら，微笑み，かつは泣く老嬢であっ

た。

　第2篇の「おきぬ」は，盲目の処女につけた名Q盲目の身に燃え立つ愛欲を，おきぬは，
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ひたむきに悲嘆しているQ

　つづいて第3篇の「おさよ」は，荒波のうちよせる淋しい海浜に生れた処女の名。おさよ

は，処女の身の狂ほしい愛欲を笛吹くことによって慰める女であった。

　第4篇の「おくめ」は，恋のために親を棄てて家出をする処女の名。おくめは，川岸に立

って，こちらの岸からあちらの岸に渡ろうとする女。おくめの情念と，雨でみかさを増した

川音とが激しく響き合う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひじり
　次に，第5篇の「おった」は，父母を失った孤児の名。おったは，若い聖に救われて前髪

の処女となり，聖の禁戒を破るが，聖もまた，おったに魅せられて現実の悦楽を味う。しか

し，とある秋の夕暮れ，聖はそぞろ歩きの路傍で，雪よりも白い知恵の石をひろい，理性に

よって情念を制御した。

　さて，最終篇の「おきく」は，この詩篇だけが，おきくという表題を個人の名にあててい

ない。この詩は，おきくという名の処女を詠うのでなくて，昔から歌や物語のなかでうたわ

れてきた恋の犠牲者一小春，梅川・お七・高尾・清姫，温容姫などを列挙し，女性の恋の純

粋さを詠嘆している。そういう過去の女性像を追想することによって，おきくという名をも

つ女性の理想像を醸成しようとしているのである。

　このように，「六人の高女」は，前方の5篇で，それぞれ特有な境遇をもつ5人の処女の

恋を詠い，それらをまとめるために，最終篇で，処女の恋にこもる熱いなさけを詠いあげて

いる。「六人の高女」のこういう構成の工夫は，この詩話に内在する物語的な性格を示すも

のといえよう。

　注目したいのは，最終篇の「おきく」である。すでに藤村は，この詩よりも1年半ほどま

え，文学界の29号に寄せた所感文隅卯か思を述べて今日の批評家に望む」のなかで，日本の

女性の恋を代表する人々として・小春以下幾人かの女性の名をあげている。1六人の庭女」

の最終篇でもそれを繰返したのであるが・問題は・〈おきく〉という個有の名を表題につけ

たことである。この名には，作者の深いおもいでがこめられているからである。　r若菜集』

の前方で藤村が試みた劇や物語の習作・たとえば・「藍染川」とか「月光」などをひらく

と，佐藤訳出をモデルとした作中人物は，必ずくおきく〉の名で現われてくる。したがっ

て，最終篇の表題を「おきく」と名づけたのは・恋に殉じた数々の女性を詠いながら，実

は，作画が，その反映として，佐藤輔子の面影を追想しているからである。最終篇に現われ

るこの仕組みをふまえてから，改めて，「六人の庭女」の詩群をさかのぼると，前方の5篇

が連作の形をとっているのも，輔子と結ばれた情念のふしぶしを物語るための工夫であると

みることができる。

　さて，仙台の2年目，明治30年の1月にはいると，「若菜」の詩群6篇が，文学界の49号

に発表された。青春の賛歌であるとか，情念の解放であるとか，流麗なヨ予情であるとかいわ

れる『若菜集』の詩は，多くこの時期に現われるが・実は・そういう詩篇の数もすくない

し，そういう詩篇を詠嘆した期間も短い。それどころか，『若菜集』の頂点といわれるこの

時期にも，物語的な要素が内在する詩の系脈は絶えていない・それをよく示す「天馬」詩

を，「若菜」の詩群からひろってみよう。

　「天馬」は，序篇が59行，雄馬篇が70行，牝馬篇が96行，全部で225行，物語的構成をも

った雄大な長篇である。序篇は，箱根山中を背景とし，異様な星の下で生誕した雌雄の馬を
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詠っている。雄馬篇は，箱根山をでて，主人と共に畿内の旅をつづける雄馬の姿を雄渾な筆

致で詠い，雌馬篇は，陸奥のほうで可憐な情念を野末の花に残して死んでいく雌馬の幽遠な

面影を詠っている。全篇に，箱根山・芦の湖・富士・三井寺・鳩の海・名取山・国分山・広

瀬川などの地名が現われるが，これらの地名は，この詩を解明する鍵をもつものといえよ

う。というのは，これらの地名が，古藤庵無論と名乗って，東海道から出発した島崎春樹の

関西の旅や，教師となって仙台へ赴任した青年藤村の生活経験と結ばれているからである。

しががって，この詩は，一つには，関西を放浪する古藤庵無聾の姿を，一つには，遠い陸奥

で鹿内豊太郎と結婚後ほどなく世を去った佐藤三子の姿を，雌雄の馬に仮託して追想したも

のであるということができる。

　その目でこの詩にせまってみると，たとえば，雄馬篇の後半にこんな個所がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　か　（見よ藤の葉の蔭深く　　岸の若草香にいでて　　春花に酔ふ蝶の夢　　そのかげを忌む
　　　　　　　　あか　　はるはな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やどり
雄馬には　　一つの紅き春花に　　見えざる神の宿あり　　一つうつろふ野の色に　　つき

せぬ天のうれひあり）

　これなどは，藤村詩の特色といわれる朦朧体の詩句であるかのようにみられやすいが，決

してそんなものではない。〈藤〉に輔子のイメージを投入し，〈雄馬〉に無慮を投入してい

るこれらの詞句は，これを次のようにいい換えることができる。詞句の発想が，すべて作者

の生活経験によっているからである。

　＝天馬空を行くかのような野望に燃えた青年藤村は，恋する佐藤輔子の声なき声を抱き，

あこがれる西行や芭蕉に導かれ，芸術達成を夢みながら関西を漂泊したが，一面では，計い

花にも讐えることのできる廣瀬恒子に誘われて悦楽の日々を味い，他面では，遠い故郷の田

舎で人妻になろうとする輔子のやさしい面影を断ち切ることができなかった。＝

　輔子の死は，明治28年の8月，「天馬」の制作の1年半ほどまえであった。一子の死のシ

ョックは，ほどなくしずまったが，次第に，彼女と結ばれたころの思い出が湧きあがり，そ

れが自伝的な表白をしきりに誘ったものと思われる。この詩は，藤村が文学修業の当初に試

みた劇詩の系脈のうえに立つものであるが，詠嘆された内容と，構成の工夫などからみると，

後年のr春』になろうとするものを内包しているということができる。

　なお，この詩には，天馬に情念を仮託する象微的な手法が現われるが，これは，シェクス

ピァのビナス・アンド・アドニスの影響によるものである。これと同じ手法の作品として，
1一 V馬」の前方に，　「與作の馬」〈未収録詩〉があり，後方に，　r落梅集』の「幻境」と小

説「藁草履」がある。

　3月にはいると，藤村は，：文学界の51号に，「うたNね」の丸鏡5篇を発表した。この詩

論のうち，序詞の「うたxね」は，のちに『若菜集』の序のことばとなったもの，他の4篇

は，　『若菜集』に収録されるとき「合唱」と改題された詩篇である。　『若菜集』のなかで制

作期の一番おそい詩心であるが，ここでもまた，この溶血の物語的な傾向を指摘することが

できるQ

　まず，4篇の詩は，すべて姉と妹との対話体となっている。第1篇は，「暗香」。春の夜，

自い梅の香が漂うなかで，姉と妹は，かわるがわる，恋に酔いそのために人目をさけて旅に

でた友のこと，木の下川で憂いに沈み琴をならした友のことなどをいいかわし，最後に，姉

は，私の手にくらべると妹の手は若さに燃えていると詠嘆する。

　第2篇は「蓮花舟」。夏のまひる，姉と妹は，紅や白の蓮の花が咲いている池に舟を浮か
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べ，姉は妹に，蓮の花を採ろうとしておまえの乳房が花かげに見えるのを恥ちよと呼びかけ

る。妹は姉に，池の澄んだ水面に夏雲のうごくのが映っていると答えるQ

　第3篇は「葡萄の樹のかげ」。秋の夕暮れ，姉と妹は，葡萄葉の彼方の雲の美しさや，新

しい葡萄の房の優しさを語り合う。やがて姉は妹に，おまえと別れる日の近いことを思う

と，秋の葡萄の趣きもないといい，葡萄の房を採ろうとして延ばした手は，房にとどかない

で，いたずらに花櫛が落ちたと嘆く。

　最終篇は「高櫻」。冬の日，恋する人のもとに嫁ぐ姉と，それを見送る妹とが，高櫻に登

って，それぞれ別れを惜しむことばをいいかわす。姉は妹に，　（きみのゆくべきやまかは

は　　おっるなみだにみえわかず），といい，姉は妹に，（ながくれなみのかほばせに　　な

がるxなみだわれはぬぐはん），という。こうした内容でこの詩聖の詠嘆は終わっている。

　以上，4篇の詩は，春に始まって冬に終わる季節の移り変わりや，春の夜。夏のひる。秋

の夕暮れ・冬の日というようなそれぞれの季節を代表する時刻のなかで姉妹の行動をとら

え，構成の工夫をはっきりと示しているQあるいは，姉の惜春の心情と妹の迎春の心情との

対照が，4篇の詩をつらぬき，結婚による姉妹の別離へ向かって，漸層的な手法で，話の筋

が展開している。あるいはまた，4篇の詩を通じて，作者の視点が，どちらかというと，姉

の位置にあるため，この詩は，姉が妹の青春を眺める姿勢や，自分の青春をふりかえる姿勢

が多い。そういう作者と青春との距離から醸しだされる哀愁感が，この歯群をおおってい

る。　「会唱」に現われるこれらの傾向は，連作の意識と共に，この詩篇に底流する物語的な

性格を示すものといえよう。しかも，そのことは，この詩篇の発想点を考察することによっ

て，いちだんと明確にすることができる。

　そのために，この詩群を，まず，『春』の68圓と照合してみよう。『春』の68回は，勝子

が妹の豊了・と．緒に，麹町の家から近くの学校へ通うころを描いている。これを，藤村の実

生活のほうでいうと，明治27年の2月ごろにあたる。『春』のこの回には，許嫁の麻生のこ

とをしきりに思い浮かべる勝子の姿が，次のように現はれてくる。

　（勝子は一親切な心の好い許嫁の人のことを考える度に，人知れず小さな胸を傷めずには

居られなかった。その時，妹は丸顔に適はしい，ばっちりとした，大きな眼を挙げた。彼女

は姉の顔を覗き込むやうにして，無邪別な，あまへるやうな容子をした。その容子がいかに

も愛らしかった。まだ何事も知らずに居るやうな妹の顔を見るといふことすら，もう勝子に

は胸の塞がる種である。妹の知らない涙は思はず勝子の頬を流れた。），

　このように，　『春』の68回と「合唱一1とを照合すると，　『春』に現われるこの個所を，

「合唱」の詩型の散文化とみることができるほど，両者の情景は重なり合っている。したが

って，後年の自伝小説のほうからさかのぼっると，「合唱」の発想を誘導したものは，藤村

と許嫁の鹿内豊太郎とのあいだに立って苦しんでいたころの佐藤輔子のイメージであるとみ

ることができるQ

　ひきつづいて，r合11副を，　『春』の70回と照合してみよう。　『春』の70回をひらくと，

この回には，一L野のく藍染川〉に近い菅の下宿ドC，岸本と勝子とがひそかに相会う情景が現

われてくるQ68回の姉妹の情景セこつづくこの70回の情景は，これを藤村の実生活のほうでい

うと，戸川秋骨の上野の下宿で，藤村と佐藤輔子とがひそかに相会った出来事を描いたもの

である。ところが，藤村は，この実生活の忘れがたい出来事を作品にしてみょうと考えて，

輔子が亡くなった直後に，劇の制作を試みた。明治28年の10月，藤村が：文学界の34号に発表
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した脚本「藍染川」の序幕が，それにあたる。しかし，この「藍染川」は未完成で終わった

ので，その事情が糸を引いて，それから2年後に，こんどは詩の形で，もう一度，佐藤輔子

にからむ忘れがたい実生活の一陣を表白しようとしたのが，「合唱」の詠嘆であった。愛す

る卓子が，許嫁のほうへ引き『こまれていくことは，藤村にとって，何よりも堪え難い問題で

あっただけに，その深い印象が作因となって，まず劇の制作が意図され，やがて詩章の形を

とって「合ロ翻篇が詠嘆され，そういう自伝的な表白の繰返しをへて，後年，『春』のいく

つかの情景に結晶していったとみることができるQ

　たしかに，「合唱」の詩群は，『若菜集』の代表的な詠嘆といえるような，高い格調をも

つ詩篇の集りである。ことに「葡萄の樹のかげ」のごときは，青春との訣別を，紫に光る葡

萄のひと房と，地上に落ちる黒い花櫛とで象微的に詠いあげた絶唱といえよう。しかし，そ

のことのために，この詩群に底流する物語的な傾向を見のがすことは許されない。

　最後に，「合唱」篇について次のことをいい添えておこう。上野の藍染川に近い場所で輔

子と出会ったころの藤村は，下谷の三輸の家で母や長兄の家族たちと一緒に住んでいた。こ

の家は，仙台藩の家老青田測立の屋敷跡であったが，担保流れで長兄秀雄の関係する日本橋

の秋谷新七の手に渡り，それを長兄があずかっていた。当時，家族の一員としてこの家に住

んだことのある西丸小園の語るところによれば，500坪にちかい広い庭には，築山があり，

多くの樹木があり，舟を漕ぐことのできる大きい池もあって，赤や白の蓮の花が咲いていた

という。この話なども，「合唱」のなかに「蓮花舟」の一篇があることを思うと，当時の実

生活の情況とこの温血とが密着した関係にあることを裏付けるものといえる。

2　「芙蓉峯を讃みて」　「欧洲古代の山水書を論ず」その他

　以上のように，『若菜集』のなかから物語的な傾向の強い作品をひろってみると，これら

のなかには，詩精神と散文精神との相関関係が現われているといわざるをえない。しかも，

このr若菜集』の傾向を裏書きするかのように，藤村が，仙台で書いた二，三の所感文には，自

然や人賦の観察に対する藤村の関心がすでに現われている。その点にすこしふれてみよう。

　仙台の東北学院には，院長の押川方義を会長とし，押川を私淑する川合信水が塾長をつと

めていた労働会塾があった。苦学生を集めた力行会であったが，その機関誌芙蓉峯の第9号

に，明治29年の12月，『仙台入所後4月目の藤i村が，　f芙蓉峯を讃みて」と題した所感文を寄

せている。この所感文は，トルストイの労働にふれ，あるいはバアンズの詩が農夫の所産で

あることにもふれたものであるが，最後のところに，次のような藤村の意見が現われてい

る。

　（思ふに螢働なる問題は廣潤深遠なり。この問題は記者諸君の朝暮に経験を定まるXとこ

ろなるべし。そのうちより生ずる快樂はいかに，慰階はいかに，活力はいかに，希望はいか

に，はたまた螢働によりて人の性情に及ぼすべき影響，螢働と忍耐，螢働と悲苦，身腿の螢

働と精神の自由，楽章と勉學，善事と熱意，糠働と鱒力，稼働と熟察，其他かくのごとき研

究の芙蓉峯誌上に掲げられんことを望む）

　これは，この会誌に会員が，労働に関する観察と消息とを発表してほしいという意見であ

る。注目したいのは，この意見にみられるように，働く人々を観察する藤村の興味が，すで

に仙台のころから現われていることである。しかも，その興味が，仙台から東京へもどって
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半年ほどたつと，実際の行動となって現われ，そのころ発表した「七曜のすさび」や「利根

川だより」などの実践記録を生み，詩作のうえでも，『夏草』の「農夫」を生んでいること

である。働く人々を観察する藤村の姿勢は，小諸へはいってから始まったと従前からいわれ

ているが，決してそういうものではない。

　あるいはまた，藤村は，東北学院の新しい図書館で，初めてバアンズを読み，同じころラ

スキンの『近世画家論』にも接した。ラスキンから自然を観察する態度を教えられた藤村

は，さっそく『近世画家論』の第三巻第十三章を翻訳して，これに「歓洲古代の山水雷を論

ず」と題をつけ，この訳文を東北学院の学：友雑誌である東北文学の22・号く明治29年12月〉

と，23号〈明治30年5月〉に連載した。藤村がラスキンから学んだ自然の観察は，これもま

た従前から小諸入所後にその実践が初めて現われたようにいわれているが，働く人々の観

察とはちがって，このほうは，単に関心だけでなく観察の実践も，すでに仙台のころから始

まっている。それを示すものとして，藤村が，仙台を去るとき，東北交学の24穿く明治30年

6月〉に寄せた「告別の辮」のなかに，次のような記述がある。

　（ある春の夕暮，黄なる薄雲の水の如き空に消え行くを見しが，すべて仙憂の地潤く氣清

きためにや，空の色の青く美しきは都に見られまじく，雲の層化の如きはこの一とせ尤もわ

が想像を喜ばしめたりQ）

　このように，仙台時代の二，三の所感文をうかがうと，藤村は，仙台にいたころから，働

く人々や自然の観察に関心をもっていたということができる。2年後に藤村が小諸へはいっ

て，雲の観察を始め，こんどは本格的に，自然と自然のなかの人間とをことばで写しとった

のは，仙台時代の下地があったからである。ところが，小諸時代の藤村は，スケッチのスタ

ディと同時に，これと平行して，「薔主人」以下，小説の制作にも手を染めた。そして，こ

の二つの流れが合流する地点で，『破戒』という決定打をうっている。『破戒』の前方で，

藤村は，そういう経路を歩いたが，実は，それとよく似た経路を，r若菜集』時代にも，一

度，歩いていたのであった。藤村が仙台にはいって，次第に自然や人間の観察に興味をもち

はじめたころ，これと平行して，文学界で発表をつづけた群群には，たえず物語性の強い詩

が現われていた。ところが，この二つの流れは，藤村が仙台を去ってほどなく，その合流を

示すかのように，「うたxね」という野心的な小説を押し出している。いわゆる藤村の『若

菜集』時代に現われたこの種の経路は，世評をあびた詩の業績のために全く埋もれてしまっ

たが，この先行する経路が下積みとなって，小諸時代に再現した同じような経路が成功をお

さめたとみることができる。藤村詩の三野の谷間に咲いた問題作，小説「うたxね」を，次

に考察してみよう。

3　　「う　　ナこ　　x．　オQ」

　明治30年の7月，わずか1年たらずで東北学院を退職した藤村は，再び東京へもどって，

8月には『若菜集』を刊行，そのころ，吉村樹と一緒に房州小久保の旅にでかけ，一気に書

きあげたのが，中篇小説の「うたXね」であった。この作品は，ほどなく11月5日発行の新

小説第2年第12巻の誌上に掲載された。r破戒』のおよそ8年前方にあたる。　r若i菜集』の

直後，いわば藤村詩の全盛期に，小説の発表があったことは，そのこと自体，藤村詩のなか

に底流する散文精神の系脈を裏づける現象といえよう。ところが，それどころか，当時藤村
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は，「うたxね」を巻頭に掲載した新小説が，とくにアートペーパーを提供して，開巻の第

1頁に朱のインキで印刷したこの作品の（はしがき）のなかで，詩よりもむしろ小説が書き

たいのだという自分のねがいを，はっきりと表明している。まず，その（はしがき）を考察

してみよう・

　（　　　　　　　　　　　　　　　はしがき

　まだうら若い年ながら西洋人物書を専門にする豊工が，久しく露西亜の都に留記してみ

た。慕はしい故郷の空を望んで婦ろうとするとき，白髪の師匠が別れに臨んで，どんなに美

しいと言はれても來山河の風：景を見るなと戒めた。この書工が日本への蹄りみちに，來因河

のほとりを過ぎて美しい天然を眺めたときは，果して人物書の筆を捨てx景色書を作ろうと

思ったといふことです。かりそめに自分が試みてみる歌のしらべもとxのはないのに，なぜ

筆を物語に染めたとの問もあった。實はしばらく人物書の筆を措いて景色書を作ろうと思っ

た若い書軸に過ぎないのです。自分はあやまって美しい二項河の風景を眺めたのです。

　　　　　　　　　　　　　かみな月二十二日　　　　藤　村　　　　　　　　　　）

　この（はしがき）のなかで，『若菜集』の詩人藤村は，自分を若い画工の話に託して，詩

の制作のさなかに小説を書きだしたことを，読者に向かって弁解している。ここに引用した

若い画工の話は，おそらく二葉亭四迷の『かた懸』からろひったものと思われる。四迷が，

国民旧友にrあひびき』を発表した明治21年は，藤村数え年17才，明治学院の2年生のころ

であったが，それからのちも，およそ10こ口かく・文学修業のながい年月のあいだ，藤村

は，この先輩の強い影響をうけていた。四迷が，ツルゲネーフの『アーシヤ』を『かた懸』

と題して翻訳刊行したのは，明治29年の11月である。久しく沈黙していた四迷が，従前にま

した名文を世に問うために，再び拾頭してきたことは，おそらく仙台へはいって三月目の若

い藤村を刺戟したと思われる。『かた懸』のなかで主人公のガギンが，人物画と風景画のこ

とにふれているので，藤村はそれにヒントをえて，人物画のなかに詩の世界を，風景画を景

色画と呼びかえて，このなかに小説の世界を託したのである。詩は，人間の主観の訴えであ

るから，その意味で人物画であり，小説は，自然のなかの人閲を観察して描くことであるか

ら，その意味で：景色画であるというのである。文学修業の当初から，藤村は，どちらかとい

うと，自己とその周辺をドラマや小説の習作のなかで描いてきた。しかし，次第に，作中の

主人公の高揚した感情を表現することばが，リズムをもつようになり，それが散文作品のわ

く外へとびだそうとする気配を示してきた。藤村詩が結晶する前方には，そういう経路があ

ったQところが，こんどは，観察という客観的な態度のなかで，昇華しきれない感情が，や

やともすると，ことばのリズムを失って描写のなかへくずれようとするのである。『若菜

集』を刊行したころ，藤村がたどっていたこの傾向を，自ら宣言したものが，この（はしが

き）の主旨であり，その実践が，「うたxね」の制作であった。熾んな詩の詠嘆のさなか

に，押えがたい小説制作の意欲を実現したのであるが，それだけに，この一作には，作者の

野心と野望とがひそんでいたとみたい。この作品がもっている作中人物の量，あるいは，時

間と空間の広さは，それをはっきりと示している。「うたxね！の問題点を考察するため

に，まず，作品の内容を概観しておこう。

　1　この小説は，明治座の前身千歳座の幕合いから始まる。観客のなかには，姉川少佐と

その妻お国，子供の小一，少佐の義妹お君，吉沢少佐の夫人とその娘お菊などがいた。ちか
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く京都へ転勤する吉沢家を，姉川家が観劇に招待したのである。小一は，芝居をみて泣くよ

うな子であった。

　2　番町の小学校Q放課後小一は岡三生の財布を盗む。記憶の弱い迷い易い小一一・は青くな

って家へ帰る。家ではお国が小一に傑い人になれといい，体が大切だと口説く。翌日小一は

学校で財布をもとの机のなかに返したが，同級生のお米がそれをみていたことには気がつか

ない。訴える者があったので，先生が修身の時間に犯人をただすと，お米が名乗りでて先生

から体罰をうけた。小一は，それをひややかにみていた。その年の暮れにお米は退学，翌年

の春に小一は落第。姉川少佐は，苦学して姉川家の養子になった人。子に甘い父も，ついに

小一一・一Lを横浜の山久という鉄問屋へ奉公にだした。

　3　それから4年経過。2月の雪の夜，小一は，同輩の留としめし合わせて店を逃げた。

　4　小一の行衛が不明のまま1年経過。お国は発病，少佐は物言わぬ人となる。京都の吉

沢夫妻が流行のコレラで死んだ。

　5　3年経過。姉川少佐は中佐に昇進。あるH突然小一が帰ってきた。気のはれぬ小一一

は，和歌をよみ御所に勤める浜町のお君の家に預けられた0

　6　京都の学校を卒業したお菊は」．涼し，お君の許で歌を学び，ふとした風邪から病床の

人となった小一を看病する。

　7～8　小一の病気も快方へ向かい，裏庭の葡萄棚にもたれて小一とお菊は楽しい春のひ

とときをすごす。その夜，床上げの祝いにお菊は新曲の琴をひき，小一一一はそれをきいて泣い

た0

　9　夏になると，小一は鎌倉の海で体をきたえ，志願兵に合格する。麻布の連隊に入隊し

たが，隊には留もいた。翌年の春，兵営の空気があわただしくなり，東学党の事変のために

大本営が広島に移る。

　10　新橋駅から小一一は広島へ出征。小一は広島の裏街で偶然お米とめぐり合った。

　11小一の部隊は運送船で宇品を出発し，花園河口に一L焦する。船に酔った留は上陸後赤

十字の病舎で死んだQ

　12金州に屯する兵営で，斥候の命令をうけた6人の決死隊が簿火のもとで書置きをした

ためた。小一もその．．一e人。小一は斥候にでたが，途中でにわかに恐怖におそわれ，葦に身を

隠して逃亡する。その夜，小…は闇のなかで幻想をおこすが，夜明けには，大木にくくりつ

けられている若い支那兵の捕虜をみいだし，その縄を解いて自分もまた逃げた。

　13　しかし小一一は，味方に捕えられ，国賊と罵倒され，怒号する兵士たちの前で部隊長の

父中佐に銃殺された。小一を銃殺する中佐は微動だにしなかった。

　14甲州城陥落。中佐は人に示すことのできない悲哀と苦悶をだいて，独り白馬に乗って

人気離れたところで，馬の巌のなかに頭を入れて働笑した。旅順の攻撃を前にして，妻にこ

のことを知らせようとするが，小一・・の亡霊が現われてそれをさせない。中佐は死は一つであ

ると思い戦死を決意する。やがて三二の攻撃がはじまり，激しい戦場で兵士たちは勝つつも

り，中佐は死ぬつもり。

　15　金州城の赤十字へ入院した姉川中佐のもとに，お菊から見舞いのながい手紙がきた。

　16姉川部隊の凱戦。歓呼する人々の期待に反して中佐は寂しそうな姿で日比谷の凱戦門

を通った。

　17　その夜，姉川中佐の域では祝宴が催されたが，帰宅いらい小一のことを口にしない中
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佐の無情をお国は口説く。来客の去ったあと，小一の亡霊が現われて中佐をお国の部屋へつ

れていく。お国がすでに飲んでいた毒薬を中佐もまた飲み，激しい吐潟のなかで姉川夫妻は

死んだ。それから二日目，雨に菖蒲の濡れる日，お菊とお君に送られて姉川家から三つの棺

が搬び出された。

　これが，「うた1・．ね」の内容である。まず，〈うたたね〉という表題であるが，この作品

の第15回を構成する姉川中佐にあてたお菊の手紙をみると，そのなかに，　（さまざま語らひ

まゐらせしむかしを思ひめぐらせば，春の夜のゆめのごとし。たれかこのみてうたxねの哀

しき夢の枕にはやつるx），という詞句が現われてくる。もともとこのお菊の手紙は，すで

に藤村がこの年の4月，交学界の40号に発表した所感文「月光」を，そのままこの小説のな

かに応用したものである。したがって，「月光」と同じように，この作品でも作者は，悲劇

の展開を浮世一睡の夢とみて，そこに主題を設定し，そのこころを表題としたのである。こ

ういうねらいは，藤村が文学修業の出発時に書いたドラマの第2作「茶のけむり」と同じで

あって，そのころの浪漫性をまだぬけきっていない。ことばを自由に使い，ドラマや詩とは

別な道を目指そうとする野心は，大いにうこいているのであるが，肝心な主題の設定が甘い

ために，この作品は，ことばがリアルな方向へ進まないで，多くの個所で遊びに落ち，意欲

と表現とが，ちぐはぐのままで終わっている。

　この作品のもっこういう問題点を，最初に叙述の面でうかがってみようQたとえば，この

作品は，列車に乗って広島へ出征する小一の目に映る窓の外の景色を，こんな風に描いて

いる。
　　　　　きくわんしや　　　　　　　　　　　　　　　　　　けぶり　　　ひとかたまり

　（ばつぼと気關車の煙突から吐き出した黒い姻が大な一團となって，青々とした常盤木や，
ぎ　　　　　　　　　ぞうき

黄ばんでみる雑木の梢や，あはれな秋の草花などの間に残って，やがてその姻が黄と緑との
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとかたまり
まじってみる草のなかへ散り齪れた。また黒い一團の煙が積み重ねてある枕木や，空樽や，
　　　　　　　　　　なか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　り
風に破れた芭蕉葉などの間をぐるぐると廻って，それがまた舞上って電信の画線の間に消へ

てしまった。）

　このように，この作品の自然描写はきわめて新鮮である。ところが，複雑な心象描写にな

ると，この新鮮さが…変ずる。たとえば，小一を銃殺するあとさきの姉川中佐の心境は，次

のように描かれている。

　（よしゃいかなる軍律があろうとも，親の身として人なかで吾子を撃ちころすとは，よく

よくの因縁ずくであろう。狂ふかと人に言はれるほど泣き叫んでも，聾をあげて悲み悶へて

も，その苦みは堪えられないほどのものであろうを，顔色も攣らず，手も震へず，躰も動か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めをと　　　　　　　　　　えにし
さずに居るとは，どんなに心の中が切ないことであろう。）（夫婦の契りといへば縁のうち
えにしたのしみ　　　　たのしみ

の縁，樂のうちの樂，それがこうした涙になるかと思へば，そもそも最愛の子を産み落し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うちじに
たのが過ちであろう。）　（花々しく戦場に職死して，一つには國のためにもなり，また一つ

には小一の回向ともなるであろうQうむ，と膝をうつて，なんといふ氣のつかない，四つほ

どねれぽ旅順の攻撃ではないか。）

　このように，心象描写は，浄瑠璃調にらかい古いスタイルとなっている。しかし，同じ場

面でも，銃殺の行われる山野の自然の景色を描くだんになると，また一変して，新しいスタ

イルが現われてくるQ

　（波のような雲は青い空の海のなかに動いて，日の光のさすところがちぐはぐになってい
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　　　　　　　　こやま
る。雲の影になる丘陵は暗く，さびしく見えて，日のさしている野原ははっきりと白く見え

る。ときとすると黄色な，豊に見るやうな淡雲が日の光をかくして，それが風に吹かれて水

のやうに消へて行くと，日あたりのところは一層白く見えた。今，雲が青空に動いて兵士の

群の上にかxつた。日の光が白く下れて，中佐のほとりばかり照してみる。）

　この新鮮さは，仙台で始まった自然の観察が応用されているからである。

　そうかと思うと，同じ心象描写でも，小一とお菊の恋愛場面になると，すこし趣がちがっ

てくる。たとえば，（人静なところで，二人は萄平門の柱によりかxつて，うらxかな春の
　　　　　　　　ほ　け
空を眺めてみた。木瓜の花の影も，いちごのさいてみる風情も，新しい草の緑も，どんなに
　　　　だのしみ
二人の懸の樂を増すことだろう。小一は高慢らしくおもしろい節で口笛を吹いて，お菊は思
　　　　ね　　きエほれ
はずその音に聞撃てみた。）と，ここでは葡萄の若芽や口笛というような素材を用いたり，

（愁の戸）とか，（光ある憲）というような詩語を用いたりして，さすがにr若菜集』を詠

嘆したあとの作者であることを思わせる。拝情的な個所では，詩と散文とが巧みに結び合っ

ているのである。このように，「うたxね」の叙述の面は，新しいものと古いものとが入り

交っているが，新しいと感ぜられるスタイルも，実は，まだ自分の力だけでできたものとは

いえない。列車の窓外の自然描写や，恋愛場面の心象描写などは，二葉亭四迷の翻訳交の影

響をつよくうけているからである。試みに，四迷の『あひびき』の恋愛場面と，「うた玉

ね」の恋愛場面とを比較してみよう。

　『あひびき』秋9月半ぽの夕暮れ樺の林

　「うた玉ね」春浜町のお君の家土蔵の裏手の花畠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わざ　　　　　　　　　あしら
アレキサンドルイチは気どって，（粗末な面の癖に故と何事も鼻で待遇ってみる。）

　小一は，（女の前では氣も高くなって，鼻の先で笑って，忽躰らしい顔をする。）

　アレキサンドルィチは，赫ちやけた（揉上を撫でみたり又は厚い上唇の黄ばんだ髭を引張

って見たり）なげやりな様子Q
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あご　なで
　小一は，何でも知っているという様子で，（月思を撫でみた。）

　お菊は，小一の捨てた萄葡の芽をひろい，　（うれしそうに眺めてみたり）　（帯の間にはさ

んでみたり）　（又取出して嗅いでみたり）する。

　アレキサンドルウチは，　（しぶしぶ手を出して，花束を取って，氣のなささうに香を嗅い

で指頭で回輻）する。

　小一は，（無雑作に葡萄の若芽を一つ摘んでみた。また急にそれを投げ出してさも上手さ

うに口笛を吹き始める。）

　アレキサンドルイチは，（口笛を吹出したが），アクリーナは，それを黙ってみている。

　このように，両者を比較すると，「うた玉ね」の恋愛場面は，人物の動作，用いられる素

材，あるいは叙述の方法など，rあひびき』の恋愛場面を完全に下敷としている。こうした

描きかたができる部分と，できない部分とで，この作品は，丈章のスタイルが激しく変化

し，水と油のようになって，作品のリズムをこわしている。　Fうたxね」が，　『若菜集』を

ぬくことのできなかった事情の一つは，こういう点にあったといえよう。

　なお，叙述の面では，このほかに，線密な群衆描写が現われている。それは，日比谷の凱

戦門を通過する部隊の描写であるが，　（工兵大尉，砲兵大尉，歩兵中尉，歩兵大尉，砲兵少

尉，輻重兵大尉）などと行進の順序をならべ，その人々の服飾も列挙している。これは，先

行する「山家ものがたり」〈明治27年〉につづき，後来する「蕾主人」〈明治35年〉につな
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がる実験である。これなども，ただ実験だけで終っていて，表現のうえで何の効果もあげて

いない。

　次に，問題点の中心と思われる主人公の小一を注目してみよう。これついては，ドラマの

第3作「朱門のうれひ」〈明治26年〉にまで潮ってみる必要がある。＜前述「三つのドラ

マ」参照〉というのは，「朱門のうれひ」で，傑僧朱門の子として設定された杜六と，「う

たXね」で，姉川中佐の子として設定された小一とが，同一の二二に立っているからであ

る。「朱門のうれひ」の二六は，出陣を怖れ，（三日でもかりに男と生れ見よ　　戸障子の

かげで　　そなたのいふやうな　　そのやうな心の安いもので無い），と新婚早々の妻に向

かって嘆いている。　「う、たxね」の小一もまた，突然の恐怖に襲われて味方の軍隊から脱走

し，軍律違反を犯している。しかし，脱走した小一は，敵の捕虜をみいだすと，（敵ながら
すがた
容姿もにくxない）（悲しそうな捕虜の顔を見て，自分もまた捕虜のやうな心持になった。）

（人手にかxつて命をとられるのである。命をとられるまでの問を生きながらへてみるので

あるQ小一もこの男もいつれ死にx行く身だ。心のうちを比べて見れば，縄目にかxつて，

今殺されるか，今殺されるかと，首を延ばして苦しんでみる身も，東へ逃げ西へ逃げて置所

のない身も，悲しみは同じことであらう。かげらふの命とは是だ。），と若い支那兵の立場に

同情し，その男の縄を解くのであって，気質の弱いために出陣をこわがる二六にくらべる

と，この小一の行動は，人間性の自覚から生まれているQ

　この作融には，このほかにも，旅順の攻撃を前にして，（兵士は勝つつもり中佐は死ぬつ

もり），と悲しい決意を示す姉川中佐の姿がある。あるいは，（黒い喪服でも着たかのやう

に）凱戦門を通る寂しい姉川中佐の面影がある。あるいはまた，戦勝祝宴の夜に，毒薬を飲

む惨めな姉川夫妻の自殺が現われている。これらは，日清戦争直後一部の青年に共通してい

た戦勝の悲哀から発動するものであるが・あまりにも深刻な表情で描かれているために，そ

の訴えが，構成の作為にまけて，確実に表白されていない。だが，こういう戦争嫌悪の思想
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つるぎ
は，『若菜集』の「秋風の歌」で，（人は利剣を振へども　　げにかぞふればかぎりあり，
　　　　ときよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほろ

　　舌は時世をのxしるも　　馨はたちまち滅ぶめり），と詠われた権威に対する旧記感と

合流して，もう一度，　『夏草』の「農夫」詩のなかにはっきりと現われてくる。　「農夫」詩

の主人公利根川べりの若い農夫は，出征をこぼみ，父の説得に反抗し，次のような人生主義

の詠嘆をあげている。
　つるぎ　　　ぼろ　　　　　　　　　ざだめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いのち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活ける命を　（劔の霜に滅びゆく　　人の運命やいかならん　　誰か火に入る轟のごと
　　　　　　　　　ほのほ　　　　　　や
ほろぼして　　あだし火二二に身を焚くの　　おろかのわざをまなぶべき
　　　　　　　ひとメき　　　　　　　　つるぎ　　　ふかくさ　　　　　　　　　　　　うも
見る夢の　　花や一時春行かば　　劔も骨も深草の　　青きしげみに埋るらん
　たエかひ
じき戦の　　あとにもましてうつし世に　　いや悲しきはあらじかし）

　このように，

は，『落梅集』の社会我の自覚へはいる前提となっている。

鳴呼つはものx

げに凄ま

　　　　　　　「農夫」詩の時点までくると，戦勝の悲哀に生活我の自覚が加わり，それ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「うたXね」の小一と，そのあ

とさきの詩に現われるこの種の社会意識は，情調的であるが，藤村がたどった重要な精神の

系譜であった。

　しかし，「うたxね」の作者が，小一一のなかで，せっかく人間性の白髭にふれながら，そ

れをこの作品の主題とすることができなかったのはなぜであろうか。その事情は，作者が，

主人公の小一を，作者の思想の分身として描くのでなくて，作者の実生活に密着したイメー

ジで描いたためであるといいたい。したがって，小一の行動は，人間性の自覚を深める方向
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へ向かわずに，モデルに引きまわされて展開し，作品もまた，主題を失ったままで終わって

いる。

　たとえば，「うた鼠ね」には，小…が番町の小学校を退いて横浜へ奉公にでるとか，行衛

不明になった小一が，或日突然帰宅するとか，または小一・が浜町の叔揖の家に預けられると

か，こういう小一・の描きかたが現われてくる。「うたXね」の主人公のこういう行動が，藤

村の自伝意識でうこいている点をあきらかにするために，これを後年の自伝小説と照合して

みよう。『幼き日』の6圓には，次のような個所がある。

　（銀さんと私とは姉の家から同じ小三校へ通ひましたが，…・年ばかり経つ間に銀さんの方

は學校を退いて了ひました。銀さんは學問よりも商業で身を立てるやうにと姉夫婦から説き

勤められて日本橋の紙問屋へ奉公に行くことになりました。）

　あるいは，『家』の3回あたりと照合すると，『家』には次のような個所がある。

　（「二様宗様」と村中の者に言はれて育って來た奉公人の眼中には，大店の番頭もあった

ものではなかった。何か氣に喰はぬことを言はれた口惜まぎれに，十露盤で番頭の頭をプン

二つたのは，宗藏が年季奉公の最後の日であった。流浪はそれから始まった。横丁あたりで
　　　をんな
逢った少婦から今の病氣を受けたといふ彼の血氣牡んな時代　その頃から，不自由な手足を

提げて再び身内の懐へ昂ってくる迄，其間奈何いふ瞳い生涯を穿つたかといふことは，兄弟

ですらよく知らない。）

　『幼き日』で銀さんとか，『家』で宗蔵とか名づけられた作中人物は，どれも藤村の三兄

島崎友彌をモデルとしている。したがって，これらの自伝小説が語るところと符節の合う

「うたxね」の小一も，この兄をモデルにしたものであるということができる。友彌には，

再度にわたる〈家出〉があった。友彌が二度目の家出から一族のもとに戻って，そのあと，

他人の家に預けられたのは，明治30年，藤村が「うたxね」を書いた年のことであった。

　あるいは，この作品のクライマックスには，姉川中佐が吾が子の小一を銃殺する情景が現

われてくる。父が子を殺すというこの構想は，いち早く，藤村が，ドラマの第三作「朱門の

うれひ」で示した構想の継続である。こういう構想が再び現われてくるのは，兄の友彌が，

三三の秘密の子であることを作者が知っていたからである。作者が，秘密の子を憎む：父正樹

の立場に立って，小一とその父の行動を予想しているからである。おそらく，この作品が執

筆されるころ・作者の周辺の人々は・友彌に対して激しい怒りや深い嘆きをもっていたと思

われるのであって，詩の詠嘆ではもはや表白できないような深刻な当時の状況が，作者の小

説制作の意思をかりたてたものとみたいQ

　もっとも，この構想については，ゴーゴリの『タラスブリーバ』が粉本であったという伊

狩章の意見もある。　rタラスブリーバ』は，明治28年国民新聞に蔭花が翻訳連載したr老武

者』の原典でもあるので，当時の藤村がその今町をうけたとみることはできる。しかし，

「うたΣね」は，単に粉本だけでできたという作品ではない。それはちょうど，『破戒』の

場合と同じであるQ　『罪と罰』を『ド敷にしたといわれる『破戒』が，実は，作者の自伝意識

によって誘導されているように，「うた玉ね」の場合も，粉本は，自伝意識によって誘導さ

れる構想を表現するのに都合のよい下敷となっているのにすぎない。そういえるのは，：文学

修業の出発いらい，『若菜集』の前方にある4年間に，藤村が，ドラマや小説の習作のなか

で試みてきた自伝的な制作態度を，「うたxね」もまた断ち切っていないからである。

　なお，小一のほかにも「うた瓦ね」には，随所に自伝意識のうごめきを指摘することがで



62

きるQたとえば，姉州少佐が養子であるとか，京都に転勤した古沢夫妻カミ，コレラに罹って

死ぬという構想には，その発想の奥に，藤村の恩人吉村忠道やその兄がうこいているといい

たい。吉村忠道は，木曽福島の藩士野口彌次平忠淑の四男野口巌，野口家から吉村家へく養

子〉にはいった人である。その兄野口忠亀は，明治6年の11月，梅宮神社主典兼訓導を拝命

して〈京都〉へ赴任し，明治19年6月，京都で〈コレラ〉のために死亡，同時に長女い津も

コレラで死んでいる。これは，数え年15才の藤村が，吉村家から三田英学校へ通っていたこ

ろのことであった。あるいはまた，「うたXね」に現われる小一の幼友達には，『幼ぎ日』

に現われる作者の小学校時代の友達とイメージの共通するものが多い。

　ちなみに，次のことをいい添えておこう。「うたXね」を巻頭に掲載した新小説は，同誌

のスペースの半分をこの作品に提供している。　『若菜集』の詩人が書いた小説の発表に，大

いに期待をよせたと思われるが，発表後の評判は芳しいものではなかった。鶴外や露伴など

の先輩たちは，めざまし草の匿名合評で，「うた！・・ね」は，これを通読するのに，「實に容

易ならぬ苦痛を忍ばねばならなかった」とか，その文章は，「飴細工の刀のやうに，光って

は見えるが，きれそうには見えぬ」とか，酷評を下している。あるいは，藤村より年下であ

ったが，すでに新進作家のチャンピオンとなっていた鏡花は，「ふん，あれでも小説か」と

花山に洩らし，花袋はそれをコッソリと藤村に伝えている。『若i広戸』の直後に，藤村が試

みた意欲的な小説づくりは，こういう情勢のなかで，ついに埋もれてしまったのである。

4　「告別の僻」その他

　野心をこめた小説の発表であったが，「うたxね」は，世評をかうこともできずに終わっ

てしまった。翌明治31年の6月にはいると，藤村は，　『若菜集』にいれなかった詩を集め

て，第2詩集の『一葉舟』を刊行した。再び詩の詠嘆が始まり，それが，r夏草』から『落

梅集』までつづいた。藤村が，次の小説制作へはいるのは，明治35年の「奮主人」や「藁草

履」の時期であるから，それまでおよそ5年置年月が詩の詠嘆でおおわれている。しかし，

そのあいだも，藤村の小説への意欲は，決して断絶していない。その情況を逐次考察してみ

よう。

　「うた！・．ね」が発表された直後の明治31年1月，五ケ年つづいた交学界は，ついに廃刊さ

れることとなった。そのくをわり号〉の巻頭に，星野天知は，　「無糖告別」の挨拶を掲載し

た。天知は，その挨拶のなかで，この雑誌も，畑谷や一葉を生み，所期の目的もはたし，目

出度く業を剰えたと述べ，（うつし植ば秋なき時や咲ざらん　花こそちらめ根こそ枯めや），

と古歌に託して終刊の感慨を訴えている。

　これにつづく藤村の「告別の譜」は，まず，文学界の創刊が，イギリスのP・R・B社の機i

関誌ジャアムをまねたものであったことにふれ，次に，　（草紙の齢すでに六十に近く，鶴翁

が見過したりといふ浮世の月も早や数に八つを帯しぬ。），とこの5年間に文学界を58冊刊行

してきたことを述べている。つづいて，（別離の情は多く懐蕾の情なり）と，この5年間に

現われた，沙翁の戯曲や江戸文学の研究が活溌であったこと，西洋文化と我が国固有の思想と

の激突がおこったこと，そのために英才の犠牲が数多くあったこと，あるいはフローベルや

ゾラなどの実際派の勢力が波及して，我が国の交壇でもロマンチシズムの花が散り始めてき

たことなどを回顧している。そして最後に，（薄命なる透谷子の遣稿を出版し），（一葉女史
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の計音に接し）と，誌友のことにもふれ，（百花欄灼たる騒壇の春に遇はずして）（花園を捨

て＼遅々として行くべし。）と，この文章を結んでいる。藤村と署名して，読者におくったこ

の告別の挨拶は，同時に，筆者自身のロマンチシズムに投げかけた決別の挨拶でもあった。

　「告別の解」のほかに，をわり号には，前号からつづく藤村の「木曽難谷日記」が掲載さ

れた。これは，母の葬いに帰省したことを書いた紀行文であって，藤村の言文一致体の最初

の文章である。このなかで藤村は，久しぶりで会った姉の園子が，美しい感情の人であるこ

とをいい，（今は故人となった父も矢張姉と同じやうな性質を供へてるたかはりに，やがて

その情の火が烈しい性格を焼きつくして，かへっておのれの情のために自ら苦しみ自ら病を

作るほどであった），と父正樹の感情にもふれている。これは，藤村が直接父にふれた記録

の一一番古いものである。注目したいのは，こういう目で，藤村が早くから，：父の晩年をみつ

めていたことである。従来，藤村が父の情念にふれたのは，『新生』事件の門をくぐってか

らであるといわれ，『海へ』，あるいは『新生』のなかで，わずかに父の悩ましい生涯を漏

らしているとみられてきた。しかし，決してそういうものではない。　『破戒』の方向へ近づ

くにつれて，詩作のうえでも，小説制作のうえでも，父につながる情念の血統意識が，主要

な作因となるのは，いち早く，藤村が，父の世界を情念のがわでのぞいていたからである。

詩人時代の紀行文に現われるこの記録をふまえておきたい。

5「七三のすさび」

　さて，文学界が廃刊となり，発表機関を失った藤村は，明治31年の4月からr七曜のすさ

び」を読売新聞に連載したQつついて5月には，「猿曳」詩を太陽によせ，6月には，「利

根川だより」を帝国文学に発表した。これらの3篇も，それぞれ，詩精神の底を流れる散文

意欲を示していると思われるので，次にそれを考察してみよう。

　まず，「七曜のすさび」であるが，これは，読売新聞の月濯附録に7回にわたって連載さ

れた随筆である。第1回の「木曜日の散歩」では，主として観察と写生のことにふれてい

る。当時，本郷の湯島新花町に住んでいた藤村は，猿轡横丁から湯島の通りを散歩しなが

ら，今はなき人となった黙阿彌が，人間の観察に苦心したこと，その記録に苦心したことを

思い出し，そういう黙阿彌の姿を，（まだ年若くして賞出しとも言ふべき頃，流石に人目の

っ｝・．ましく，黒の頭巾を冠り，町の末，巷のはてまでも観めぐり，夜鷹蕎婁の言ひ捨てたる
ざれごと　　　もら

戯言まで泄さず手張のはしに書きとめたるよし），と述べている。あるいは，夜となく昼と

なく，街角に立って，女の柔らかい髪の毛や美しい目を熱心に観察し，それをスケッチした

西洋の画家のことにもふれている。これらから，当時の藤村が，ラスキンのほかに，黙阿彌

などの写実の刺戟をうけていたことを知ることができる。これが，小諸入所の1年まえ，

「雲の記」が生まれる2年前方の藤村の姿であった。

　「七濯のすさび」の第3回忌土曜日の音樂」は，一L野の音楽堂で催された演奏会の詳細な

記録である。仙台からもどった藤村は，自己を立て直すために，さまざまな芸術へ目をひろ

げたが，ことに詩を新しくしょうとして音楽にむけた情熱は深い。この記録のなかで，（西

の國の文學も，紬書も宗教も，哲學も，多くは皆な男子の手により傳へられたるに，ひとり
　　　　　によせい
音樂のみは女性によりて吾國に傳へらるXも奇ならずや），と記し，あるいは，（名媛のあら

はるXも樂界のみなり），と書いている点が注目される。ただし，この記録には，橘糸重の
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名が，うちつけに現われてはいない。

　第4回の「日曜日の談話」は，画工と彫刻家の対話形式で，芸術と戦う苦しみや，その壁

を抜こうとする執拗な意志を訴えている。『夏草』の詩は，自己を責める鞭の響きであった

と，藤村はのちに述懐したが，この随筆は，第3詩集のそういう精神の位置をよく示してい

る。

　第6回の「火曜日の新茶jは，二人の芸術家が，芸術と家庭生活の関係を論争する形身と

っている。これは，藤村がそのころ当面していた結婚聞題の自問自答であるとみることがで

きる。秦冬子の話が現われてくるのは，ここから半年ほどあとであった。

　「七曜のすさび」の最終回「水曜日の送別」は，青葉の季節に都を立ち，京都から奈良を

まわり，秋風の吹くころまで，制作の旅をつづけるという友の画塚によせた文章である。素

材が，r夏草』の「晩春の別離」詩と同一である。木曽福島の姉の家で，　r夏草』の制作が

始まる二月まえに，同一の素材をこういう散文で書いていることは，詩と散文の相関関係を

よく示すものといえる。この文章から，次の個所をひろってみよう。

　（過ぐる四とせ五とせの問，君は感情のほそくかすかなるかたにすがり，わかわかしき空

想の満足せしむるほどのものにあらざれば，見ても見ず，聞きても聞き入れず，書くも冒す

もひとへにこのかぎりある夢の國のうへのみなりしが，この春君がものしたる農夫耕作の圖

を見るに，生活のために職ふいさましき心を農夫が手足の筋肉にあらはして，ここに日の光

のうるはしくさし入りたる，可憐なる野の花のさきそひたる，われは心ひそかに箪純なる情

感の世界をぬけいで，更に深き自然の懐に飛躍を試みたまふ君がこのごろの進境に驚きたり

き。）

　第3詩集『夏草』の詩感の中心は，春の朧月夜のような情感の世界をぬけだして，夏の緑

葉のような知識の世界へはいろうとする自覚であったが，それを，この文章は，多くのこと

ばで説明している。しかも，その自覚が，農夫耕作の図に発したと述べていることを注目し

たい。藤村の関心が，農夫の生活と結ばれることによって，ほどなく，r夏草』の大作「農

夫」詩が現われてくるからである。そしてそれは，さらに，r落梅集』の「螢働雑詠」を生

み，農夫の〈収穫〉を有力なモチーフとするr破戒』を生んでいるからである。

　ちなみにいい添えると，このころ，東北学院の同僚であった画家の布施淡は，仙台から本

郷台町に移った加藤豊世と結婚し，田子坂不同舎で小山正太郎に師事していたQ

6　「猿　曳」　詩

　1一七曜のすさび」と同じころ，藤村は，太陽の誌上に「猿曳」詩を発表した。ところが，

この詩を藤村は6月の『一葉舟』のなかにも，年末の『夏草』のなかにもいれずに初出のま

ま埋めてしまった。なぜ，この詩を，そういう不運な作晶にしてしまったのであろうか。お

そらく藤村は，詩に満足できない白分の気持を強くうちだしたような作品を，詩集のなかに

入れたくないと考えたからであろう。はたしてこの詩を，‘そういう風にみることができるか

どうか，その点をあきらかにしてみたい。

　この詩は，正月の都大路へやってきた猿回しが，子供たちによろこび迎えられる情景から

詠いだされている。猿回しは，自分の職業が，大工にもおとるような貧しいものであること

を嘆き，猿を山野に開放して，猿回しをやめようと思う。だが，ながいあいだ慣れ親しんで
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きた猿が，背なかから去ろうともしないので，猿回しは気をとり直し，それならもう一度，

歌をうたうから猿よ踊れと，祝の歌をうたいはじめるところで，この詩は終わっている。

　しかし，この内容は，どこまでも「猿曳」詩の表面を飾る装いにすぎない。というのは，

この詩のモチーフが，詩を棄てようとする作者のこころを訴えるところにあったと思われる

からである。そういう考察ができるのは，作者が，この詩のなかにちりばめた〈猿〉を，単

に猿の意味だけで用いていないのからである。まず，その点から考察してみよう。

　藤村は，「猿曳」詩よりも2年まえ，明治28年の3月，文学界の27号に，「村居言曼筆」を

発表した。当時下谷の三輪の家に住んでいた藤村は，この所感文のなかで，庭前の池の深さ

を測ることはやさしいが，人間の（心猿）の深さは測り難いといっているQこの心猿という

用語は，おそらくく意馬心猿〉の故事からひろったと思われるのであって，この所感文で
　　　　　　　　ワイルドネス
は，それを人問の（野性）にあてている。

　つついて藤村は，同じ年の7月，丈学界の31号に，詩群「ことしの夏」を発表した。この

詩群のなかには，「木曽川の猿」と題した次のような小さい詩がある。

　（見えざるところより流れ出で　　見えざるところへ流れ去り　　岩にせかる玉木曽川の
　　　　　　　　　　　　　　　　　やまざる　　　 なぎそ　　　 よる

　　波に千古の響あり　　親にはなれし山猿の　　南木曽が嶽を夜越えて　　口は飲めども
のど　　くだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やなぎ

喉を下らず　　手は握れども震い動けり　木曽川の岸に楊あり　木曽川の岸に楊あり
　　　　　　しな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いは

　　せめては暫し慰むと　　揚の蔭にきて見れば　　尋ぬる親は見えずして　　巌を枕に眠

れども　　涙流れてよもすがら　　木曽川に泣く醗悲し）

　これは，木曽川を詠んだ唯一の詩である。木曽川の響きと木曽路の野趣とが共鳴してい

て，素撲ではあるが，このましい詩である。この詩を，後年の童話「ふるさと」の66話「畿

橋の猿」とか，あるいは「後の新片町より」所収の「昔の跡」と照合してみよう。すると，

この詩は，8才の少年島崎春樹が，遊学のために郷里の馬籠から兄たちと一緒に上京すると

き，桟け橋ちかくの茶店で…休みし，その店先きに飼育されていた子猿をみて，自分は両親

の膝下を離れて上京するが，子猿よお前も山奥の親に別れて淋しいであろうと，そのときの

深い印象を追想して詠ったものであるとみることができる。しかし，それは，どこまでもこ

の詩の表面の意味であって，「木曽川の猿」は・単にそれだけのものではない。藤村は，こ

の詩を詠んだころ，明治27年目ら28年にかけて，佐藤呼子を失．つた悩みや，芸術の厚い壁を

ぬくことができない苦しみや，そのうえ経済生活の点でもさまざまな困難を抱えていたQし

たがって，執筆時の情勢からおしていくと，「木曽川の猿」のく猿〉は単なる猿ではなく，

ここでもまた作者は，〈猿〉に仮託して，当時の苦悩にみちた精神の内部を表白していると

いうことができる。「猿曳」詩の前方に現われるこういう用語例や，こういう仮託的な表現

手法を念頭において，「猿曳」詩に迫ってみると，この詩の表面の意味を，次のように，こ

とごとく裏返すことができる。

　まず，「猿曳」詩の1連と2連は，（さてもめでたやあきらけく　　をさまる御代のしる

しとて　　みやこの春にきてみれば　　日のひかりこそのどかなれ），（大路に遊ぶわらはべ

の　　手をうち足を詠みまよひ　　わが背のかたを指して　　よろこびくるふ盤すなり），

というのであって，正月の都大路にやってきた猿回しを，子供たちが喜んで迎える情景を詠

っている。しかし，この詩の猿を，前述の用語例にならって，心猿一すなわち人間精神の奥

をかけめぐる押えがたい性情，具体的には，当時藤村がいだいていた詩精神とみて，　「猿

曳」詩のく猿〉を，一気に，〈詩精神〉と入れ替えてしまうと，この1連と2連とは，東北
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の田舎から詩人藤村が，ふたたび東京へもどってくると，詩をよろこぶ若い人たちは，『若

菜集』の詩人が，やってきた，やってきたと歓迎してくれたという意味に裏返ってくる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こだくみ
　同じ方法で，この詩を追っていくと，3連は，（かの木匠ののみもつも　　せめて吾身は
　　　　　なりはひ
猿曳くも，　生業の名のかはらねど　げにあさましき身なるかな），というのであって，こ

れも表面では，猿回しも大工も職業の名にかわりはないが，猿回しのくらしは，大工のそれ

にとうてい及ばないと嘆いている。しかし，猿回しを詩人と入れ替えて，この連を裏返えせ

ば，現われてくるものは，芸術家の名にかわりはないが，彫刻家と較べても詩人の生活は，

報いられることがすくないという嘆きである。4連へ進もう。4連は，（猿のうしろに隠れ

るて　　ふしおもしろく歌ふとき　　たどりもちたるひとすじの　　綱のわざこそあやふけ

れ），と詠っている。ここでもまた，表面は，猿のうしろで歌をうたいながら，猿回しが，

猿をあやつる生活のはかなさを嘆いているように見える。だが，これを裏返すと，詩精神を

活動させながら詩作にふける詩人が，自己のはかない生活を嘆く声が現われてくる。

　このようにたどっていくと，7連の（花あきらかにかげろふの　　もえたつころのうたx

ねの　　猿に添寝のかりまくら），という詩句なども，寓意が巧妙であるといいたい。それ

は，r若菜集』の直後に発表した小説「うたxね」のことにふれ，詩に添寝して小説を作っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なぐさみ
てみたと詠っているからである。あるいは，8連の（あx戯れて戯れて　　世の翫具となら

ぬ身の　　などしるらめや蝉の羽の　　薄き命のうらおもて），という詠嘆なども，北村透

谷の別号蝉羽子をひろい，これになぞらえて・詩の制作をつづけてきても，それだけで保障

されない詩人の生活の不安を，仮託している。9連は，（涙をのみて薄粥を　　すxりしこ

とのあらぬ身の　　などしるらめや人の世の　　途に可笑しき戯れを），と詠っている。明

治28年の秋，当時佐藤面子の死を知った藤村は・その出頭の思いを，　（枕を叩いて長き夜を

泣き明し）（涙を呑みて「パン」を食ひし）・というゲーテの詩句に託し，「葡萄の樹の

蔭」のなかで表白した。「猿曳」詩の9連は・その嘆きの再現となっている。つつく10連

は，（われはいやしき身なれども　　このまxにして果つべきや　　行くべき道をさだめね

ば　　安き心のなきぞうき），というのである。この連にも，詩に満足できない苦しみと，

しかしその境地を何とか打開しようとする願いとが，裏面にかくれている。

　さて，この詩は，12連にはいると，（春の光と身をかへて　　わが世にをしき朝ぼらけ
　　　　　　　　　　やみ
　　狭霧こめたる身の闇を　　逃れ出でむと思ふなり），と貧しい生活からのがれようとす

る猿回しの思いを詠い，そのなかに，詩人の生活からのがれようとする作者の思いをこめて

いる。次の13連は，その思いの実行である。　（猿よいましを苦しめし　　小笹の鞭も細綱も

今はかなぐりすてたれば　　このめるかたに行きねかし）。これは，猿回しをやめるから，

猿よ山野に去れというのであるが，表面の意味だけで単純に終わってはいない。詩を棄てる

から，わが詩精神よ去っていけと，この連のなかで作者は激しく自己に呼びかけている。し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆくへたがって，これにつづく14連の（なにたゆたいそ青空に　　翅を張れるはやぶさの　　行方

を雲に雫ふも　　いましが今の，身なるべき），という詠嘆も，これを裏返すことができる。

この連の表面では，猿回しが，i」」野に解放されることを躊躇する猿に向かって，早く山野へ

帰り，大空に翼を張るはやぶさと力を競えと呼びかけている。だが，これを裏返すと，詩精

神よ，ためらわずに自分のような拙い詩人から去って，立派な詩人の胸のなかへとびこんで

いけ，今こそ日本の詩は，他の芸術と力を争うことのできる時期がきているではないかと，

自己の詩精神に向かって呼びかける作者の声が現われてくる。
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　つづく15連と16連は，猿回しが，山野に帰れと呼びかけても，山野に帰ろうとしない猿の

姿を詠嘆している。これらも，これを裏返えせば，詩を棄てようとして棄てえない作者のた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もろて
めらいが現われてくる。17連へはいると，（あな猿の身のあさましき　　　心得顔に警手振

り　　たちとどまれる人を見て　　舞ひ出つるこそ優しけれ）と，逃げるどころか，やさし

い猿は，万事承知という顔つきで，見物人の前へでて踊り始めたと詠っている。この連もこ

れを裏返すと，私から離れようとしない詩精神は，藤村詩を愛講ずる人々に向かって，いじ

らしくも詩を詠い始めたという作者の述懐が現われてくる。次の18連は，この17連をうけ

て，猿のやさしいこころを，（年月われになじみては　　そのふるさとを忘れはて　　わが

曳くかたに曳かる玉を　　うれしとこそは願へるや），と詠っている。この猿回しの心情

は，これをいいかえると，長い年月のあいだ自分のなかに巣くっている詩精神を清算するこ

とができないという作者の心情である。このようにたどってくると，次の19連が，実質的な

意味で，この詩の終わりの連とよぶことができる。19連は，（花染衣金烏帽子　　肩にかけ

たる八重櫻　　音よき鈴をうちふりて舞うても見せよ　　さらばうたはむ），というのであ

って，思い直した猿回しが，では歌うから身を飾って，猿よ，鈴を鳴らして踊れと詠ってい

る。しかし，ここでも作者の真意は，もう一度，詩精神を活動させるから，美しいリズムと

こころよい調べで詩句よ舞いでよというのである。この詩は，このあと，目出度い目出度い

の祝いの歌となって終わっている。

　以上，「猿曳」詩の詞句を検討すると，この詩は，表面で猿回しの貧しさを嘆き，裏面で

詩人の貧しさを訴え，そういう作品の二重構造をはっきりと示している。しかも，この詩に

は，描写の詞旬が多い。それは，この詩がもっている矛盾のために，ややともするとこの詩

が，散文にくずれようとするからである。要するに，「猿曳」詩は，藤村が藤村詩の全盛期

のなかにあっても，詩に生涯を託しえない不安感をもちつづけていたことや，あるいは，小

説制作のほうへぬけでるために，詩を棄てようともがいていたことなど，『夏草』の詠嘆へ

はいる直前のそういう精神の位置をよく示している問題作である。

　ちなみに，次のことをいい添えておこう。「猿曳」詩をつくるころ，藤村は，本郷湯島新

花町93，通称猿飴横丁の奥に住んでいた。藤村の三男島崎蕩助の語るところによると，父は

零歳生れであるが，当時猿島横丁の角に飴屋があって・そこのショーウィンドーに剥製の猿

が飾ってあったQ父は通りすがりに，いつもこの剥製の猿をみていたから，それが「猿曳」

詩を誘導したように思われるというのである。同じ意味で，筆者は，この詩の発想をたすけ

たものに，芭蕉の「初しぐれ猿も小蓑をほしげなり」〈『猿蓑』〉があったのではないかと思

われるので，このことを指摘しておきたいQ

7「利根川だより」

　「猿曳」につついて，明治31年の6月にはいると，帝国文学に「利根川だより」が発表さ

れた。これは，この年の4月2日から7日にかけて，利根川べりの布佐にでかけた藤村が，

松岡國男くのちの柳田国男〉を訪ねたときの記録である。この旅の記録のなかには，列車の

乗客や，宿の人々など，さまざまな人間の観察が数多く現われている。注目したいのは，汽

船の機関室へとびこんだ藤村が，そこで働く人々を観察し，そのときの即象を次のように述

べていることである。　（近きころ英吉利にもてはやさるXキップリングは花鳥の韻事をはな
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れてかXる休みなき’機關のさまを詠じ，勢働を歌ひたることも思ひ出され，かの心を煙霞風

月に馳せて知らず識らず彫轟の奴となれるものに，かxる螢働の字書も見せまほし）。ある

いはまた，田園を歩きながら畠中に働く農夫を観察し，すでにバアンズが，スコットランド

の誰りで田園を詠嘆したことを想起して，　（田舎諸ヒにて農夫が上を歌はんもむつかし。銚子

なまりの漁歌もいか父あるべき），と感慨を記していることである。

　このように，この旅の記録は，労働する人々を詩のなかで表現できないものか，俗語を詩

のなかにとり入れることはできないものかと，これらのことをしきりに摸索している。こう

いう働く人々に対する藤村の関心は，ほどなく，r夏草』の「農夫」とか，　r落梅集』の

「螢働雑詠」を生んだが，俗語を使用することに対する藤村の関心は，ついに，詩のなかで

は，それを実現することができなかった。むしろ，俗語を使用することの興味は，小説制作

のほうへ向かう藤村の意欲を黒めていったように思われる。

　以上，　r若菜集』の後方に現われる藤村の芸術意思を，詩と散文の相関関係のなかで考察

してみたのであるが，次に，もう一度詩集にもどって，詩集のなかに底流する両者の関係を

たどってみよう。

8『一葉舟』

　第2詩集の『一一葉舟』は・ちょうど・「利根川だより」が発表された明治31年の6月に刊

行されている。この集に収めた詩篇は・すべて仙台で詠み・すでに文学界に発表してきた作

品である。この集から，「鷲の歌」をひろってみたい。

　この詩は，嵐にいどむ老鷲が，ついに黒雲のなかへ消へていく姿と，嵐のあと，岩かげに

いた若鷲が，老鷲の残した一羽をくわえて，光にみちた空へ舞いあがっていく姿とを詠って

いる。この詩に現われる嵐は人生の象徴，黒雲は死の象徴，老鷲と若鷲とは，人間の老と若

との象徴，そしてこの詩に一貫する思想は運命である。嵐に勝とうとする老鷲の気息は激し
　　　　　　　　　かなしみ　　　くるしみ　　　　　　　　　　　さだめ
いが，その戦いは，　（悲痛）と（苦悶）であり，ついに（運命）の黒雲のなかに消え去って

いく。一羽を噛んで飛翔する若鷲ρ姿には・断ち切ることのできない運命の継続が投入され

ている。なによりも，この詩のなかに展開する劇的な構想を注目したい。それはこの詩が，

第3詩集『夏草』の「農夫」詩の前奏曲となっているからである。

9　『夏 草』

　次に，その『夏草』の「農夫」詩をとりあげてみよう。この詩は行数にして890行，藤村

詩のなかの最大長篇である。はじめ藤村は，文学修業の出発点で，沙翁や黙阿彌や透谷の影

響をうけて，「琵琶法師」など三つのドラマを書いた。その後，「藍染川」という脚本11多式

の作品を試みたこともあるが，この「農夫」詩もその系脈のうえに：立っている。この時点

で，第4のドラマともいえるような劇詩の形態が現われたのは，単にヨ予情詩の詠嘆だけで満

足できない藤村の芸術意思の反映であると思われる。

　この詩は，序篇と上のまき下のまきとで構成されている。まず，序篇は，情景を利根川の

ほとりに設け，1の声2の声3の声とよぶ運命の声を詠っている。川水がゆるやかに流れ，
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青草が月の光のなかで眠っているとか，自然の永遠性にくらべると人生ははかないとか，あ

るいは，若い農夫のなかで恋となり処女となって彼をためしてみようとか，運命の声が，ど

こからともなくきこえてくる。

　上のまきの第1景は，田畠のあいだの小道。利根川べりの若い農夫は，召集令状を受けと

ったが，戦争を懐疑して出征をいとう。若い農夫の父が，怒りと嘆きを訴えると，父に向か

って若い農夫は，
つるぎ　　　　　　　はた　　　　　　　　　　　　　　　ナザめ　　　　　　　　　　　　　　　　だれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いのち

（劔をとるも畠うつも　　深き差別はあらざらむ），（誰か火に入る轟のごと　　活ける命を
　　　　　　　　　　ほのぼ　　　　　　や
ほろぼして　　あだし火炎に身を焚くの　　おろかなわざをまなぶべき），（げに凄まじ
たレかひ

き戦の　　あとにもましてうつし世に　　いや悲しきはあらじかし）

　と詠って反抗する。この若い農夫の詠嘆は，すでに述べたように，ドラマの第3作「朱門

のうれひ」の青年七六に現われた出陣の怖れや，あるいは，小説「うた瓦ね」の小一に現わ

れた軍律違反の行動などと同じ流れに立つものであって，ここではそれが戦争嫌悪の思想と

なって現われている。第2景も第1景と同じ小道。若い農夫は，人生の悲哀が，軍人の名誉

の虚しさを自分に教えたと嘆く。若い農夫の揖は，人生は旅，人間は旅人，旅の行路をあや

まってはいけないと若い農夫を説得する。第3景は村の鍛冶の家。鍛冶の娘は，若い農夫の

恋人。鍛冶の娘は，若い農夫を迎えに行った老婆に，私は稜をおき窓によりそい，お前の帰

るのを待っていたという。すると老婆は娘に，日暮れの星の光る川岸で，若い農夫をさがし

たが，渡し守の姿は見えても・あなたの待ちうける人は見えなかったと答える。第4景は，

林の中。ついに出征を決意した若い農夫は，恋に泣く鍛冶の娘と悲しい決別のことぽをとり

かわした。

　下のまきの第1景は，緑の樹のかげ。それから2年経過。若い農夫が，戦場から懐しい故

郷へ帰ってくる。若い農夫は・村の入国で川岸を通る葬列に出会い，誰の葬式かと先頭の僧

に尋ねる。すると僧は，恋人の帰るのを待ちわびながら亡くなった鍛冶の娘の旧いであると

答える。それを聞いた若い農夫は・驚きのために蒼白となり，大麦の畠なかを小芋のように

走って，わが家へ帰った。第2景は，深夜。夜もすがら苦しんだ若い農夫は，故郷を棄てる

ことを決意する。鍛冶の家を一目見てから村を去ろうと，若い農夫は，鍛冶の家の前に立っ

た。第3景は，鍛冶の塚のほとり。鍛冶の家から老いたる鍛冶の歌声がきこえてくる。

　その歌＝かわいい娘は死んでしまい，あの娘の帯も頭挿の玉も，あの娘がつけるのでなく

して老の身に何のねうちがあろう。あの娘の優しい顔が，タベも朝も目にちらつき，私が苦

しみのあまり炉ばたにイトれると，あの娘の幻は悲しそう。しかし，私が悲しみに堪えて槌を

ふると，あの娘の幻は嬉しそう。働くことが悲哀に勝つことであり，娘がこころに生きるこ

とであると悟られてきた。働け，働け，この腕が折れるまで。＝

　この老いたる鍛冶の歌う声を聞いて，若い農夫は，次第に新生の自覚へはいっていく。

　鴬あの老いたる鍛冶のこころは，夜を徹して苦しんだものでなければ知ることができない

であろう。愛する子を失えば，世のなかの親は，r唯々悲哀のために砕けてしまうのに，あの

老いたる鍛冶は，働くことで悲哀を克服している。汗で涙を拭っているのだ。老人が現実に

いどみ悲哀と戦っているのに，若い私が悲哀に敗けて働く気力を失っている。私はこころを

働げまして，働くことのなかから憂愁を征服する力を得なければならない。春の日のような

私の夢の日はすぎた。夏の緑の知恵の葉で，しっかりと現実を覆い，私はもう一度田園へ帰

ろう。＝
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　この若い農夫の覚醒が，「農夫」詩の終末を飾る詠嘆となっているQ

　まず，この作品が，情景を利根川べりにとっていることについてふれてみたい。明治31年

の7月から9月の下旬にかけて，藤村は姉のいる木曽福島の高瀬家に滞在して，この「農

夫」詩をはじめr夏草』に収めたそのほかの詩篇を書きおろした。そういう環境のなかで制

作したのにもかかわらず，「農夫」詩の情景が，木曽川でなくて利根川べりとなったのは，

この年の4月，布佐へ出かけたとぎの旅の経験が藤村を強くうごかしたからである。そのい

きさつは，藤村が木島福島に滞在中，田山花山に宛て書いた9月17日付けの書簡のなかによ

く現われている。この書簡は，まず，9月7日，花山が福島に来たときのことにふれ，（先

頃は御立寄り被下めづらしき庭にて拝眉を得，都なつかしき身には御高談なによりうれしく

承り候。），と記している。つづいて，（御新作例の一閑張の机上にてともしびの下に拝見仕

候。），とそのころ花袋が，新小説の9月号に発表した「渡頭」の読後感を記している。花心

の「渡頭」は，利根川べりを背景にして青年画家を描いた小説である。ところが，この書簡

は，最後のところで，　（その夜枕につきながらもこの春かの河畔に松岡子を訪れしときのさ

まなど想起して岸のさま流のさまなど眼前にうかべ申候。），と布佐の旅のことを述べて筆を

適いている。おそらく，このいきさつが，「農夫」詩の情景を利根川べりに誘導したのであ

ろうQ

　次に，この作品が，若い農夫とか，老いたる鍛治というような作中人物を設定したことに

ついてふれてみたい。すでに「七曜のすさび」や「利根川だより」などで述べてきたよう

に，そのころの藤村には，田園で働く人々に対する強い関心と，その観察も始まっていた。

『家』の第4回で，（勢慨する人達の姿が三吉の眼に映り初めたのは，橋本の家へ行く頃か
　　　　　　　　　　　　　いくら
らであった。木曽セこ居る時も幾分か彼は其心地を紙に封って書いた。），と述べているのは，

若い農夫を設定した事情を裏書きするものといえよう・あるいはまた，作者は，この作品に

老いたる鍛冶を設定し，その老人の歌声を契機に，若い農夫の生活の自覚を展開している。

これは，関西放浪の旅先きで，青年藤村の芸術の眼をひらいた刀匠堀井胤吉老人のイメージ

が，老いたる鍛冶の発想を誘導しているからである。〈前述「古藤庵無聲の芸術開眼」参

照〉

　「農夫」詩について，こうしたいくつかの発想点を指摘することができるQしかも，この

作品が，恋愛の悲哀に始まり，死別による恋愛の破局を詠い，生活我の自覚で終わっている

のは，関西放浪いらい藤村がたどってきた実生活の道程から生まれた構想であるといわなけ

ればならない。そういう自伝的な訴えが，この作品に底流しているために，この作品は，終

始詞句が描写の民謡を身につけようとする傾向をもっている。　「農夫」詩は，ドラマの形態

で，ようやく身をささえたが，実は，あぶないところで，自伝小説にくずれようとした作品

であったQ

　r若菜集』の直後に，小説「うたXね」が生まれ，　r一葉舟』と前後して，「猿曳」詩が

詠われ，今また，　r夏草』に，「農夫」詩が現われてきたQ　r落梅集』へ近づくにしたがっ

て，藤村詩が次第にことばのうえで調の変化を生み，手法のうえで連作の形態を示すのは，

すべて詩のなかに底流する散文意欲の作業であるといいたい。　「農夫」詩の終末に現われる

次の詠嘆は，r夏草』の内部にあるこの事情をよく示しているといえよう。
　　　　　　　　　　　　　　ひとエき
　（さなり朧の春の夜の　　その一時の夢を見て　　た父花に酔ふ蝶のごと　　はかなくて
　　すご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゑ　　　　　お　　しげ
のみ過す日は　　すでに昔となりにけり　　今は緑の樹の蔭に　　かの知慧の葉の生ひ茂り
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うこ　　　　　　　す　　い
　　活ける潮は流れきて　　ゆふべの夢を洗いつX　　動ける轟は巣を出でて　　草のしげ

みにはひめぐり　』力あふるX姿こそ　　げにこのごろの夏なれや）

10『落　梅　集』

　さて，最後に，　『落梅集』を同じ観点から考察してみよう。藤村は，小諸のほうでできた

詩篇を，そのつど，詩群のかたちで新小説の詩欄へ投稿して発表をつづけた。それが，のち

に『落梅集』へ収めた詩篇の初出の姿である。したがって，この集の詩篇もまた，詩集の体

裁を解いて，数篇ずつ初出の順序に並べかえることができる。もっとも，『落梅集』にはジ

小諸へはいるまえにできた作品が2篇ある。一つは，「緑の蔭」。これは，藤村が明治31年

の6月，『一葉舟』を刊行した直後に，反省会雑誌の8月号へ寄せた詩群「夏の夢」のなか

の1篇である。もう一つは，「かりがね」。これは，「夏の夢」につづいて，この年，学窓余

談の10月号に発表した詩篇である。この2篇が，『落梅集』のなかで制作の最も早い作品と

いえる。小諸へ赴任してからできた詩篇のなかでは，明治32年の8月，新小説へ寄せた「新

荷葉」の平群が最初の作品である。　『落梅集』の入口に立つこの詩群のなかから，「藪入」

詩をひろってみよう。

　「藪入」は中篇の詩で，上篇と下篇とに分れている。この詩は，構成をもち，筋をたどる

ことができる。上篇では，浅草に奉公する小女が，物入のよろこびを抱いて，．なつかしい深

川の実家へ帰って行く姿や，道すがら小女の目にうつる早朝の大川端の景色などが詠われて

いる。下篇にはいると，その日も暮れて，わが家の母と別れた小女は，再び隅田川の川岸に

沿いながら，奉公先きへ戻って行く。道々小女は・屋根舟を川に浮べて遊ぶ人々の声をき

き，それにつけても，貧しいわが家の裏住居が思いだされ・往きのこころの楽しさにくらべ

て，帰りのこころは暗いと嘆く。これが「藪入」詩の内容である。

　水が詩感を誘導し，隅田河畔の情景が詠われている点，この詩は，　『若菜集』の「おえ

ふ」詩に似たものを思わせる。しかし・この詩にただよう哀感は，単に聖哲情から生まれるも

のだけではない。作者が視点を，隅田川の流れよりも，河畔に展開する生活の現実にむけて

いるからである。どちらかというと，この詩の哀感は，主人公の貧しい生活の自覚からにじ

んでくるものが多い。たとえば，小女が，舟遊びをする人々をみつめながら，　（今のありさ

ま忍ぶにも　　忍ぶにあまる宿世かな），と嘆くのは・もはや自分の生活を運命に託するこ

とができないこころの訴えである。あるいは，これにつづく，（すこしは世をも知りそめて

　　むかしのま瓦の身ならねど　　か鼠る思ひは今ぞ知る），という詠嘆のなかには，作者

の情調的な社会意識がひらめいている。これらは，好情だけで表出できない世界であって，

そのためにこの詩は，詩の形をもちこたえたとはいうものの，ややともすると，次のような

描写にちかい詠法へおちているQ
　　　　　　　　　すし　　　　　　　　　　　　　ひとひ
　（その名ばかりの鮨つけて　やがて一日は暮れにけり　いとまごひして見かへれば
　　かやり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つめ　　　ふるすのこ　　　にしび　　　　つちかべ

　　蚊遺に薄き母の影），（家をこころに浮ぶれば　　夢も冷たき古豪子　　西日悲しき土壁
　　　　　　　　　　うらずまみ　　　　ちやぶね　　　　ふなびと　　　　こゑをちこち
に　　まばら朽ちたる裏住居），（茶舟を下す舟人の　　聲遠近に聞えけり　　水をながめ

てたXずめば　　深川あたり迷ふ夕雲）

　これは，詩句が散：文にくずれようとする姿である。「藪入」詩のなかにあるこういう姿

は，『落梅集』が，その扉を，詩と散文との近接した地点で開いていることを示すものとい
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えよう

　なお，この詩について次のことをいい添えておきたい。それは，小諸入所後の藤村が詠ん

だ「藪入」詩に，隅田川とか深川というような地域が取材された事情である。これについ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すてえしよん
て，　『家』をひらてみよう。　『家』の6回には，次のような個所が現われてくる。（停車場

の方で汽車の音がする。山の上の空氣を通して，その音は南向の障子に響いて來た。それは
　　　　　　　　　　　　　そっくり　　　　　　　　　　　　　あ
隅田川を往復する川蒸汽の音に彷彿で，どうかすると彼の川岸に近い都會の空で聞くやうな

氣を起させる。）これは，『家』の主人公が，山の町へ入所した年の夏，馬場裏の縁先きで，

隅［日川を追想する姿である。この主人公の姿から，「藪入」詩が，その情景を隅田河畔に展

開した事情と，同時に，この詩の発想の時点とをひろうことができるように思われる。

　「藪入」詩につづいて，『落梅集』の詩篇を制作順にたどると，小諸へはいった年の秋に

は，　「螢働雑詠」，暮れには，　「寂蓼」詩が発表されているQr勢働雑詠」は，都会の繁雑さ

をさけ，静かな山のHl］’へ移り，田園に密着する姿勢をとった藤村の新しい生活のなかから生

まれた詩である。そのためか，作者の視点が活発に移動し，詞句が自由奔放に駆使され，こ

の詩は盛んな調べをあげている。しかし，土をじかに踏むというような新規な生活の喜びも

たちまち過ぎて，ほどなく藤村を襲ってくるものは，家庭のなかの情事の苦悩であった。

「島地雑詠」につづく「寂蓼」詩は，その苦悩の前奏曲ということができる。

　明治33年，小諸入所の2年目にはいると，3月には，　「工面の歌」〈改題「肚年」〉の詩

群，5月には，「胸より胸に」の詩群，6月には，「海草」の出血が，新小説にひきつづい

て発表された。この三つの上面は，『落梅集』の詩篇の大半をしめている。ところが，この

なかで，「丁年の歌」と「胸より胸に」の詩群は，どちらも独立した詩篇の集りではなく，

連作の意識で詠嘆され，物語的な構成でまとめられている。まず，i壮年の歌」の詩心から

考察してみよう。

　r壮年の歌」の語群は，7篇の詩篇で構成されている。序曲として，歳月のとどまりがた

いことをやりとりする翁と若者の問答歌をおき・終曲には，よびかけの形をとった「説諭

蓬遁」をおいている。この二つの詩篇のあいだにある「其一」から「其五」までの詩篇に

は，作者の姿が，詠1嘆の主体となってじかに現われてくる。まず，「其一」の「埋木」から

考察してみよう。

　「埋木」では，詠嘆の主体が，　（ひとり戸により工むれば），という姿勢をとって，山の

なかの古い町に埋もれていく空しい日々を嘆いている。ここに現われるく憂え〉は，「一

家」詩に現われた〈寂しさ〉に継続する感情である。
　　　　　　　　　　　　　　つみびと　　　　　　　よ　　　　　　　　　かへ
　次の「告別」にはいると，「罪人と名にも呼ばれむ　　闘らじとかねて思へば　　軽燥
なみだ　　　　ふるさと　　　　　　　　　ひづめ　　　　　　　　　くもとお

涙さらば故郷）（愁ひつX蹄をあげて　　雲遠き都にむかふ），と詠嘆の主体は，自ら罪人

と名乗り，目を都にむけて，故郷と決別する。これは，思慕するもののいる遠い都へ向かっ

て，情念の駒に自由の鞭をあて，因襲にとざされた境地を去ろうとするこころの訴えであ

る。決別のこころは強いが，同時に，〈不安感〉も濃い。ここには，〈罪の意識〉が現われ

てくるが，これは，詠嘆の主体が許されない情事のなかに身をおいているからである。注目
　　　　　　　　　　い　　　や　　た　　　　　　　　ぎ
したいのは，（吾父の射る矢に：立ちて　　消えむとは思ひかけずよ）とか，（つくづくと：父
　　　　　　　　　あか　　ち
を思へば　　吾袖は紅き血となる），という詞句が示すように，罪の意識が父と結ばれて現
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われることである。詠嘆の主体が，自分のもつ情念を，血統のなかでみつめているからであ

る。

　　　　　　　　　　　　　　す　　　ひろ　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　めぐ
これにつづく「洋狂」には，　（捨てつ拾ひつ），あるいは，　（行きつ運りつ）と，こころの

ためらいが現われてくる。これは，詠嘆の主体の不安感につながる〈焦燥感〉である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　むね　　や　　　　　　　　　　しづ　うれひ　ゑ　　　　　　　　　　ひと
　次の「草枕」にすすむと，（旅寝は胸も病むばかり　　沈む憂は酔ふがごと　　濁りぬる
よ　　ゆめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やまち

夜の夢にのみ　　ただ夢にのみ山路を下る），と詠嘆の主体の痛ましいく孤独感〉が現われ

てくる。これは，山のなかの古い町から逃げ出すことのできる世界が，もはや夢のなかにし

かないという嘆きである。

　「草枕」につづく「幻境」は，孤独なこころが誘ひだす遠い日の追憶から始まるQ　（荒き
むね　　　いちりん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ　　　ふでふ　　　　　　　ふでかみ　　　　　おも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（こがれつ酔ひつ筆振れば胸にも一輪の　　花をかざすは懸なりき）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆神ありと思ひて

き），と詠嘆の主体は，恋愛の熱気を抱いて関西を放浪し，芸術達成を詩神に祈ったころを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いつ追想する。しかし，この思い出はたちまち消えて，（ふと目は畳めぬ五とせの），と詠嘆の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たくみもろともき
主体は，それから5年後の現在をみつめ，（消えはてにけり吾懸は　　二三諸共消えにけ

り），と恋も芸術も実現していない現在の自分をみいだすのである。そして，今はすべてを
　　　　　　　わがみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　まぼろし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さかい
失い，（あたら吾身は夢ばかり　　なぐさめもなき幻の　　境に泣きてさまよふわれは），

と現在のく虚ろなこころ〉を嘆いている。これは・青年から壮年へ，この時間の経過のなか

ににじんでくる危機の表白といえる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　詠嘆の主体は，ここまで焔ちこんでいるが，しかし最終篇の「泌遁」では，（縫ひかへせ
ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　す＼　　　　　　　　なげ

縫ひかへせ　　君がなげきは古りたりや　　とく新しき世に臨れ　　濯げよさらば嘆かずも

がな），とく新生の意欲〉を自己によびかけて，この詩の幕をおろしているQ

　以上が「封士年の歌」の内容である。このようにこの門門の内容をたどってみると，これ

は，藤村が，小諸へはいってから・1年のあいだに経験した生活感情の流れを詠いつづけた

ものであるということができる。しかも藤村は，この生活感情の流れを，壮年という主題と

連作の意識で統一し，全篇をつらぬく詠嘆の主体　いわぽ主人公一を設定し，序曲と終曲と

も思われるものをおいて，この詩病の構成を工夫している。どこまでも詩の形は，こわされ

ていないが，これは，詩があやふく散文にくずれようとする姿である。こういう姿のなかで

うちだした一連の感情を，やがて藤村は，r落梅集』の直後から制作をはじめた小説のなか

に投入し，その作品化を実現した。　「蕾主人」「老尼」　『水彩書家』　「椰子の葉蔭」　『破

戒』などがそれであって，これらの作品の主人公は・i一学年の歌」が詠いつづけた感情によ

って彩られている。たとえば，r破戒』についていうと，丑松に現われた感情の起伏は，

「牡年の歌」で詠われた感情の脈聴と対応してうこいている。それは，「牡年の歌」で一度

うちだした作者のく私〉が，『破戒』の発想を誘導しているからである。

　従前から，『若菜集』と『破戒』をそれぞれ頂点とみて，藤村は詩から散文へ移行したと

いわれてきたが，このいいかたは，表現形態の変化を示すにすぎない。　『若菜集』からr破

戒』にいたるまで，藤村の詩と小説とは，作n“nが表出する感情のがわからみると，相関の関

係に立っているということができる。ことばを換えれば，生活感情から発動する藤村の詩

は，多分に自伝的傾向の小説になろうとする要素をもっているとみることができる。

次に，「胸より胸に」の詩群を展望してみよう。この詩群は，詩感が思いから思いをたど

っているために，従前から，　『若菜集』で詠われた恋愛詩の再燃であるといわれてきたQし
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かし，この干天が，欄作されるまでの経路と，発表された時期とを考えると，この詩群に現

われる恋愛感情が回想によって呼びもどされた過去のものとは思われない。この晶群に現わ

れる恋愛感情は，藤村が小諸入所早々に経験した生活感情の継続であって，この藤下を制作

するころ，現に馬場裏の実生活のなかにおこっていた恋愛感情を表白したものである。その

事情を知るために，『家』の上巻をひらいてみよう。

　『家』の上巻には，山の町で始まった主人公の新しい家庭に，はやばやと妻の恋の秘密が

現われ，それにつづいて，主人公自身にも，隠れた恋愛感情の生まれたことが描かれてい

る。それによると，新婚早々，主人公三吉の妻お雪は，夫にかくれて生家に奉公する青年勉

と文通し，そのことを知って三吉は苦悩する。『家』は，この姿を，三吉が山の町へはいっ

た年の秋に起った出来事として描いている。詩のほうでいうと，ちょうど「寂蓼」あるいは

「悪夢」の詩が，制作され発表されたころである。　『家』は，これにつづいて，三吉が苦悩

のすえ妻のお雪を許すことによってこの問題の解決をえたと描いている。詩のほうでみる

と，この時期に詠嘆されるのが，「常盤木」であり，「壮年の歌」であり，これにつつく

「千曲川旅情の歌」である。

　つついて『家』は，お雪の問題が落ちついたあと，しばらくしてから，こんどは三吉のほ

うに，情念のひめごとが現われたことを描いている。女流音楽者の曽根の出現が，それであ

る。ところが，　『家』は，この問題が起った時期についてあまりふれていない。これについ

ては，r落梅集』刊行の直後に制作されたr水彩書家』のほうが詳しい。　r水彩書家』に

現われる主人公の伝吉は，『家』の三吉にあたり，女流音楽者の清乃は，曽根にあたる作

中人物である。『水彩書家』の6回をひらくと，（この二人の交際は今年の春になってか

ら一層親密さを増して來たQ），と述べた個所が現われる。この（今年の春）というのは，

r水彩書家』の主人公が・小諸へはいってから二年目に迎えた春である。主人公の伝吉を作

者の分身とすれば・これは・藤村の小諸入所の二年目・すなわち明治33年の春にあたる。し

たがって，33年の5月，新小説に発表された「胸より胸に」の詩群は，『水彩書家』の姿で

いえば，伝吉と清乃のゆききが再現したころ，藤村が詠嘆したものであるということができ

る。　「胸より胸に」の詩感が，思いのなかに沈み，回想の青い灯のなかでゆれるのは，秘密

の恋のなかにある心情的な距離感が・作者をゆすぶっているからである。あるいはまた，

「胸より胸に」の詩感が，思いより思いをたどるのは，軽井沢のほうから東京のほうへ帰っ

てしまった清乃の姿が，伝吉に，空間的な距離感をいだかせているからであって，遠い過去

にあった恋愛感情の再燃というような時間のうえの距離感から生まれてくるものではない。

これらの点を，次に，作品のなかで考察してみよう。

　「胸より胸に」の一群は，6篇の詩篇が連作の意識によって，一つのものに構成されてい

る。　「牡年の歌」と同じように，作品のもっこういう表現形態が，すでに物語的な構想の現

われである。

　「其一」の「めぐり逢ふ君やいくたび」は，君と相会うと，私の（あぢきなき夜）のよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やみ　　たにま
なこころも，それを（Eiにかへす）ことができるとか，君に相会うと，（暗の谷間）のよう

な私の命も，（懸のあけぼの）のようであるとか，君に相会うと，（雲迷ふ身のわづらひも
　くれなみ　　　　ほしえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あっ　おもひ

　　紅の色に微笑み　　流れつX冷り）る涙も　　いと熱き思を宿す）とか，詠いつづけてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひら　　　　　　おほぞら　いまひかり
る。そして，最終連では，君に相会うと，（知らざりし道の開けて　　大空は今光なり
　　　　　　　　　　　　　あたら　　　なが
もろともにしばしたxずみ　新しき眺めに入らん），と詠っている。この最後の（もろと
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もにしぼしたXずみ）は，描写である。こういう客観性をもった恋の対象が，最初から，こ

の詩群のなかに現われてくる。

　「其二」の「あXさなり君のごとくに」は，第1連で，（あi・．さなり君のごとくに
なに　　　　やさ　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　わ

何かまた優しかるべき　　留り來てこがれ榿ぶなり　ねがはくば開けこの戸を），と詠い
　　　　　　　　　　　　　　　たの　　　　　　　　　むね　　　　　　いこ　　　　　　　　　　　たれ　　か
始め，最終連で，（その笛を今は頼まむ　　その胸にわれは息はむ　　君ならで誰か飼ふべ
　　　あめつち
き　　天地に迷ふ羊を），と詠い終わっている。そして，この二つの連にはさまれた三つの
　　　　たの　　　　　　　　　　かな
連は，（樂しき日）と（悲しき日）の思い出になっている。ところが，この思い出のなか
　　　　　　　　　まきば
に，（思い知る君が牧場を），と牧場のイメージが現われてくる。この牧場のイメージを，

のちの『水彩書家』，あるいは『家』と照合すると，これは，『水彩書家』の伝吉が清乃を，

あるいはr家』の三吉が曽根を，軽井沢のほうに訪ね，二人が高原で語り合う情景と符節を

合わせる。

　「其三」の「思より思をたどり」は，春の幽かな月の光のなかを歩く私が，（君見えず
とほ　やまかは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねぶ　　　　　　　　　　　おふ　　み　なみだ

遠の山川），と今は遠く去ってしまった君を追い・（草も木も眠れるなかに　　仰ぎ見て涕を

流す），と嘆く。ここに現われてくる〈思い〉は，時間的なへだたりから生まれてくるもの

でなくて，（遠の山川），と空間的なへだたりから生まれてくるものである。詠嘆の対象

が，どこまでも現在の時点に立っているからである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みつざ　かへ　　　　　ひる　よる
　「認可」の「吾懸は河邊に生ひて」は，第2連に，（北のかた水去り漬り　　書も夜も南
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　おもひ
を知らず　　あxわれも君にむかひて　　草を籍き思を留る），という詠嘆が現われてく

る。これは，藤村が，のちに小説のなかで，清乃とよび曽根とよんだイメージをしきりに追

っている姿である。この詠嘆は，「其三」の詠嘆の継続であるが，この詩感は，「千曲川旅

情の歌」をひきだす心因の一つでもあった。〈後述「『破戒』の前奏曲」参照〉

　次は，「其五」の「わが胸の底のこ鼠には」。この詩篇が，この詩群の頂点となっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わがむね思いのなかでベールをかぶっていたものが，その正体を現わしてくるからである。　（吾胸の
　　　　　　　　　　　　　ひめごとす　　　　　　　　　　　　い　　　にへ　　　　　　　　　　たれ
底のこ踊こは　　’言ひがたき秘密住めり　　身をあげて活ける牲とは　　君ならで誰かしら

まし）と，まず第1連が，恋の秘密を告げている。そして第2連以下四つの連には，たとえ

び
ょ
化

し
冒
．
サ
4

　　　　まど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しとね　あふ

（君の住む葱に飛びかひ）とか，　　　　　　　　　　　　　　（君が手の白きにひかれ）とか，　（わがなきげ裳に温
　　　　　まくら　ひた
わがうれひ枕を浸す）とかいうように，かずかずの描写が現われてくる。ここにある

ものは，追憶のなかに浮かぶイメージではなく，現存するもののイメージである。最終連
　　　くちびる　　ことば
は，　（口唇に言葉ありとも
った

　　　　　なに　うつ
このこXろ何か爲さむ たX“熱き胸より胸の　　琴にこそ

傳ふべきなれ），と詠っているが，ここまでくると，君とわれとは近接して官能的にふるえ

ている。この最終連をとくに注目したい。というのは，この詠嘆が，『胸より胸に』のなか

だけで終わっていないからである。この詠嘆と，後来する小説との関係をたどってみょう。

　「胸より胸に」の詩群が発表されてから1年後には，　r落梅集』が刊行され，2年後から

は，　「蕾主人」などr破戒』の前奏曲ともいうべき小説群が，次々に発表された。その小説

群のなかの「老嬢」が太陽に発表されたのは，3年後である。r老嬢」の主人公夏子は，精

神の自由を守るために独身をつづける女であったが，実は，青年画家の三、ヒと秘密の恋に陥

ちていた。信州の田沢温泉に滞在する夏子は，宿の庭先きで人にかくれて三上と恋のささや

きをかわす。この小説は，その情景を，次のように描いている。

　（男は懸に震へ乍ら，女の傍へ寄添ふ。かすかに匂ふ夏子の黒髪，井筒の香は禽しれて男の

顔にかほりかxる。）（全身の血は口唇の方へ流れそxいで，胸の秘密を語れと催促する。
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　　　ごん
あX千言萬句，無益なことは雀のやうに照りちらす口唇も，愛の一言を言へないとは，どう
　　　　　　も　うあとさき
です。）（男は最早前後の考が無かった。さしのべた手は震へて，僅かに夏子の手に燭れまし

た。）

　この描写は，「わが胸の底のこ玉には」の最終連で詠嘆したものの散文化となっている。

こうした両者の関係が現われてくるのは，詩のほうも，小説のほうも，すべて馬場裏の実生

活のなかで起った橘糸重とのいきさつが作男となっているからである。＜後述「『破戒』の

前奏曲」参照〉抑制することのできない情念のひめごとが，まず詩の形をとって表白され，

やがてそれが，「蕾主人」以下『破戒』にいたるまで，小説群のモチーフとなって繰返えさ

れたのである。「寂蓼」やr壮年の歌」を誘導した妻の情念の秘密も，「胸より胸に」を誘

導した藤村の情念の秘密も，かくさなければならないものであったために，まず，藤村は，

これを主情的な詩のかげにかくして詠嘆した。したがって，これらのひめごとを作因とする

小説制作の場合も，一気に自伝小説の形で，これを告白するのでなくて，「蕾主人」や

「老膿」やr水彩書家』が示すように，一応，客観小説の体裁を装ってその作品化をつづけ

たのである。それどころか，ときには，主人公が作者の分身であることをかくすために，主

人公の男女の性を入れ替える工夫などもとっている。「蕾主人」の綾子とか，「老嬢」の夏

子などは，まさに，それである。さらに，この線をたどると，恋のひめごとの作品化は，

『破戒』がその最後を飾っているということができるQ　『破戒』に身分の秘密が設定された

のは，作者の実生活のなかにあった情念の秘密がこれを誘導したからである。　『破戒』の身

分の告白が，罪の意識や戯曲の姿勢のなかで展開するのは，姦通の意識が，この作品の作因

となっているためである。したがって，r破戒』の終末は，次のように，「胸より胸に」の

終曲と歩調を合わせ，同じ急ぎをあげながら幕を引いている。

　「胸より胸に」の終曲は，「其迄」の「君こそは遠音に響く」であるが，この詩篇には，
　　　　　とほね　　　　　　いりあひ　　　　　　　　　　　　かナ　　　　　　たど　　　　　　　　　　　めしひ
（君こそは遠音に響く　　入相の鐘にありけれ　　幽かなる聾を辿りて　　われは行く盲1」
　　　　　　　　　　　　　やす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たふ
のごとし），（君ゆゑにわれは休まず　　君ゆゑにわれはイトれず　　鳴呼われは君に引かれて
　　　　　　　　　さぐ　　　　　 かな　　　やみ　　　　　　　　　　　 めしひ　　　　てびぎ　　ひめし
　暗き世をはっかに捜る），（あな哀し懸の暗には　　君もまた同じ盲目か　　手引せよ盲目
　　　　　　めしひ
の身には　盲目こそうれしかりけれ），と君を入相の鐘の響きに託し，われをその響きを

たどる盲目に託し，闇のなかに光を求める詠嘆が現われる。

　『破戒』は，ラストにちかいところで，（お志保の前に黙面したは，丑松。清しいとはい
　　　　　　　　　　　　　　　　みまも　　　　　　　　　　　　たとひくちびる
へ涙にぬれた眸あげて，丑松の顔を熟視つたのは，お志保。假令口唇にいかなる言葉があっ
　　　　　　　こレうもち
ても，其時の互の情緒を表すことは出來なかったであろう。），と「わが胸の底のこxには」

と同じ感情で丑松とお志保の離別を描き，これにつついて，ラストシーンにはいると，蓮華

寺の庄馬鹿の撞くく鐘の音〉に耳を傾けながら，闇のなかに光をもとめて飯山の町を去って

いく丑松の姿を描いて終わっている。

　さて，r落梅集』を初出の順序でたどっていくと，この集の出口に，「海草」の詩群があ

る。「海草」は，「胸より胸に」の翌月，明治33年の6月，新小説に発表されたのが初出の

姿である。だが，この詩群は，「胸より胸に」の詩思のように，連作の意識で一つのものに

構成されていない。したがって・「海草」の詩群5篇は，初出のときの順序が，必ずしも制

作時の順序であるとはいえない。しかし，一応，初出の姿でこの詩群を追ってみると，最初

にあるのが「蟹の歌」である。
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　　ひごと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　すな　うへ　　　しほひ　　ごと　あらは　　　　　　しほみ　　ごと　かく

　（日母の宿のいとなみは　　乾く間もなぎ砂のE　潮引く毎に顯れて　　潮漏つ毎に隠
　　　　　　　　あまぐも　　　　　　　　　　　　あらし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もろとも
れけり）（やがて天雲驚きて　　落ちて風雨となりぬれば　　流る鼠砂と諸共に　　二つの

蟹の行衛知らずも）

　磯ぎわの穴に住んで，毎日毎Ei砂の上の危ふい生活をしていた二匹の蟹が，やがて嵐にさ

らわれて到々行衛不明になったと，隠れた生活の破局が，この小さい詩のなかで詠われてい

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あま
　こういう詩篇を先頭にして，「海草」の詩群は，次に，i椰子の實」1－eeのなげき11浦

島」　「舟路」と，海辺に素材をひろった詩篇がつづき，これらの詩篇が，　『落梅集』の出口

を飾っている。山のなかの小諸に住む藤村が，遠い海を思慕する詩を詠いだしたのはなぜで

あろうか。それは，山の町に埋もれていく自分の芸術上の仕事を打開しようとするあせり

が，遠い都会の刺戟を呼び求めるからである。あるいは，軽井沢を去って今は熱海のほうに

いるという橘二重を思慕するこころが，山のむこうの海を追い求めるからである。「海草」

の詩群を詠嘆した藤村の精神の位置を，こういう風にうかがってみたい。したがって，山か

ら海へ，海から山へ，この詩群の詩感は錯綜する。
　　あま
　「蛮のなげき」は，海を渡る恋人の安泰を祈りながら，恋の離別を詠っている。（海とは
　　　　　　　　　　さつぎ　のべ　　　　　　　　　　　　 よ　　　　　みどりくさ　おも
いへどひねもすは　　皐月の野邊と眺め見よ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（波とはいへど夜もすがら　，緑の：草と思ひ
ね　　　　　　　みどりば　なげき　　　　　　　　　　　　おも　　し

寝よ）（あx緑葉の嘆をぞ　　今は海にも思ひ知る），という詞句は，海のほうから緑の野

辺に移動してくる視点のうごきをよく示している
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しらほ　　　　　むれ　　　　　まきば
　あるいは，海を行く舟を詠った「舟路」は，　（さながらに遠き白帆は　　群をなす牧揚の
　　　ふ　おく　　　か　　　　　　　　　　　　 の工
法）　（吹き迭る風に飼はれて　　わだっみの野邊を行くなむ），と山のものが海のものに見

えてくる詩感の交錯をよく示している。

　もともと「海草」の詩群は，それぞれ独立した体裁の詩篇であるが，このようにみてくる

と，これらの二二は，遠くへ去ってしまった橘糸重を追想しながら，山のlll∫と海の町とのあ

いだを往来する藤村の残懐が，詠嘆したものであるという点で結ばれている。注目したいの

は，これらの詩篇に底流する自伝的な要素が，「胸より胸に」の詩群と同じように，やがて

自由なことぽを得て，小説制作を誘導していることである。これらの詩篇は，ほどなくr水

彩書家』の情景となり，さらに，r破戒』のなかで散文化され，最後に，自伝小説r家』の

なかの一餉となって，本来の姿に定着している。

　『水彩書家』の7回をひらいてみようQここには，1軽井沢のほうから清乃が，小諸にいる

伝吉の住居を訪ね，二人が，次のような話合いをする個所がある。　（『あそこに見えるのは
みまき　はら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆびさ

御牧が原です。』と傳吉は封岸の高原を指して見せた。rあれがさう？』と清乃は限を細く
　　　　　　　　　　　　　　　ござい
して，『まあ，大なパノラマぢあ御座ませんか？』　『パノラマです　信州α）風景はパノラマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けな
です。しかしパノラマのやうな風景だつて，さう貴方のやうに脛蔑したものちやない。』）

（『結構で御座ますねえ，斯ういふ山の上に御住居なすっていらっしゃるのは。たしか貴方

は山が御好きなんでしたねえ。まあ好い眺望で御座ますこと。』）

　『破戒』の第8章をひらいてみよう。ここには，根津の丘で丑松と憲太郎とが，草に足を

投げだして眼前の山々を眺める姿が現われてくる。この情景のなかで蓮太郎は，（信州の景

色はrパノラマ』として見るべき）だといい，それを聞きながら丑松は，今こそ猪子先生に

身分を告白したいと：苫しんでいる。r破戒』のこの情景は，前方の『水彩書家』の清乃と伝

吉を下敷にしたものであり，さらに，「海草」の詠嘆を母胎としたものである。いい換えれ



78

ば，藤村が実生活のなかで経験した情念のひめごとが，　『破戒』のこの情景をひきだしため

であって，そのために，ここに現われる丑松の身分の告白は，恋の告白にみるような，一対

一の出合いと，切迫した息づかいのなかで展開している。

　あるいは，　『家』の上巻の6回をひらいてみると，ここでは，軽井沢のほうで三吉の訪問

をうけた曽根が，次のようなことばを三吉に告げている。（『山を下りましたら，海邊へ参っ

て見ようかと思ひます。』斯う言って，それから海と山の比較などを始める。『たしか小泉さ

んは山が御好きなんで御座ましたねえ。』）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あま
　このように『落梅集』の後方をみてくると，「海草」の詩群は，「螢のなげき」や「舟

路」だけでなく，そのほかの詩篇も，一つにつながる感情の流れのなかで詠嘆されたもので

あるということができる。「椰子の實」も，その姿をよく示している。「椰子の實」は，山

と海とをゆききした感情が，次第に，山のほうへ定着する時点で詠われているからである。

しかし，「椰子の實」には，なお・精神の漂泊がある。海から山に感情が定着した地点を，

確実に示しているのは，「浦島」と題した小さな詩篇であった。このことを最後に提唱して

みよう。

　「浦島」は，「海草」の超群の終わりに現われる詩篇であるが，単にそれだけでなく，こ

の詩篇が，『落梅集』の終幕を引いており，同時に，藤村詩の終焉を告げている。そういう

位置に立つ「浦島」詩が，きわめて物語的な色彩でいうどられている点を，とくに注目した

い。表題が示すように，「浦島」詩は，浦島伝説に素材をひろっている。しかし，この詩

は，伝説の方向とは逆に，神秘の海底から海の子の乙姫が，陸に向かって現われてくる。龍

の宮をすてた乙姫が，住むべぎ世界を・人間浦島の胸のなかに求めるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うみべ　この詩は，まず，海べで釣をする浦島を，（浦島の子とそいふなる　　遊ぶべく海邊に出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　いとた　　くら
でて　　卸すべく岩に上りて　　長き日を糸垂れ暮す），と詠い，つついて，流れ藻のなか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はかげ　　　　　　かく　　よ　　　うお
から浮かんでくる処女の姿態を，　（流れ藻の青き面当に　　隠れ寄る魚かとばかり　　手を

のみつい　　　
おとめ

延べて水を出でたる　　うらわかき庭女のひとり），と詠う。そして，処女は，浦島の問い

に答えて，乙姫と名乗る。これらの詠嘆は，すべて描写的である。「椰子の實」では，まだ

漂泊の過程にあった精神が，この詩の最終連では，（龍の宮荒れなば荒れね　　捨てx來し

海へは入らじ　　あ瓦君の胸にのみこそ　　けふよりは住むべかりけれ）・と現実へ復帰し

ている。これは，海を呼び，異郷を思慕し，摸索をつづけた『落梅集』の精神が，陸を発見

し，人間を見いだした姿である。同時に，これは，詩の終焉と小説復帰を告げる藤村の声で

もあった。

　後年藤村は，（私は別れなければならない時が來て別れたので，決して浮いた心で詩を捨

てたものではないQ）〈「新片町だより」一三人の庭女一〉，といい，あるいは，（進んでき

てこんな所へ出てきたのだ）〈明治39年談話〉，と述懐している。これらのことばは，すべ

て「浦島」詩が詠嘆された時点をさしたものであるといいたい。
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Summary

A Note on  Toson Shimazaki An Undercurrent in 

 TOson's Poetical Works

Tomijro TANAKA

   TOson's poems opened the gate to the development of modern Japanese poetry. 

They were finely finished lyrical poems. But as we know, he made a trial work 

of dramas and tales for four years before the publication of his first collection 

of poems. After he published his fourth collection of poems, he gave up writing 

poems and turned to writing fiction in prose. When one surveys his poetry in 

the order of production, one find that there coexsts in it the realistic vein with 

the lyrical quality. I have tried to trace closely the correlation between his realism 

and lyricism through each piece of his poems.


